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表紙写真

右上：武蔵国分寺跡第 710 次調査　SK3455J　完掘状況（北から）

右下：武蔵国分寺跡第 711 次調査　作業風景

左 ：恋ヶ窪遺跡第 97 次調査　南トレンチ東側　ピット検出状況（東から）



武蔵国分寺跡第 710 次調査　SD435（南から）

武蔵国分寺跡第 711 次調査　SD432（東山道武蔵路西側側溝）断面（北から）
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国分寺駅北口再開発事業地内発見の防空壕調査　全景（左：南から /右：北から）
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序

　本年報は、平成 27 年度に国庫補助事業および国分寺市教育委員会が直接

行った国分寺市内の発掘調査について報告するものです。平成 27 年度は、

個人住宅建設に伴う発掘調査を１件、個人住宅および集合住宅建設等に伴う

確認調査を８件実施いたしました。それぞれの調査区は小規模ではあります

が、各時代の人々の生活の一端を物語る貴重な成果が得られました。

　縄文時代の調査では、市内南方の東元町で落とし穴が見つかりました。こ

の場所は、国分寺崖線下の立川段丘面上にあり、これまであまり知られてい

ない低地での活動範囲を示す貴重な資料となりました。また、市内でも有数

の大規模集落が確認されている恋ヶ窪遺跡の調査では、竪穴住居などの遺構

は検出されませんでしたが、土器や石器の破片が多数見つかり、集落の中心

付近であることが再確認できました。

　古代の調査では、西元町で東山道武蔵路の側溝や道沿いに建てられた竪穴

住居が見つかっています。この住居は、武蔵国分寺の創建期に建てられたも

ので、道路の主軸と同じ方向に建てられている点が注目されます。

　そして中世の調査では、東元町で南北方向に走る大規模な溝が確認されま

した。溝の幅は５メートルを超え、深さも２メートルほどあります。国分寺

市の中世の歴史に新たな１ページが加わる重要な発見となりました。

　これらの成果を本書で報告するにあたり、発掘調査から本書の刊行に至る

まで多大な御協力をいただいた施主の皆様をはじめ、関係諸機関の皆様方、

御指導を賜りました各位、そして近隣住民の方々に厚く御礼申し上げます。

　

　平成 29 年３月

国分寺市教育委員会

教育長　松井　敏夫
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例　言

本書は、東京都国分寺市において、平成 27 年度に実施した発掘調査 17 カ所のうち、国分寺市教育

委員会が国庫補助事業として行った８カ所、および国分寺市教育委員会が市の単独経費で行った１

カ所の計９カ所について報告するものである。調査対象となった遺跡は３遺跡で、調査の種別は発

掘調査（本発掘調査）が１件、確認調査が８件である。

本書には、付編として平成 26 年度に事業者・国分寺市教育委員会・国分寺市遺跡調査会で三者協

定を締結して実施した恋ヶ窪東遺跡第 24 次調査、平成 27 年度に国分寺駅北口再開発事業地内で不

時発見された防空壕の調査概要を掲載した。

国庫補助事業として実施した発掘調査（平成 27 年度）および出土品等整理作業（平成 28 年度）に

かかる経費は、文化庁の「国宝重要文化財等保存整備費補助金」を得ている。費用の負担割合は国

1/2、東京都 1/4、国分寺市 1/4 である。

報告書の編集・印刷にかかる費用は国分寺市が負担した。

発掘調査・出土品等整理作業は、国分寺市教育委員会が調査主体となり、国分寺市遺跡調査会（会長：

坂誥秀一）に委託して実施した。調査担当は、国分寺市教育委員会教育部ふるさと文化財課史跡

係長 依田亮一、同係 増井有真、島田智博である。

本書の編集は、坂誥秀一調査団長の指導のもとで増井有真が行った。執筆分担は次の通りである。

　増井有真　第１章、第２章第１節・第２節（１）～（４）・（６）・（７）・（９）・第３節（１）、

　　　　　　第３章、歴史時代（奈良・平安時代）遺物観察表

　依田亮一　第２章第２節（８）・第３節（２）、歴史時代（中近世）遺物観察表

　島田智博　第２章第２節（５）

　中野　純　第１章「届出・通知および立会記録等一覧」（第４～ 12 表）

なお、縄文時代の土器・石器の実測・遺物撮影・遺物観察表の作成は、株式会社共和開発に委託した。

発掘調査における測量は、システムプログラム「リプログラフ」（株式会社こうそく）、本書の挿図・

表等の作成には Microsoft®Word®・Excel®、Adobe®Illustrator®・Photoshop®・Indesign® の各ソフト

を用いた。

個々の調査地区概要の中に記している「遺物箱数」は、現場作業終了時点で確認した出土遺物量で、

単位（箱）はコンテナ（34 × 54 × 20 ㎝）の箱数を示す。

調査における図面は、全体図１/100・遺構平面図１/20・断面図１/20 で記録している。

遺物や各種図面・写真類は、一括して国分寺市教育委員会で保管している。

１．

　

２．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

10．
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発掘調査および遺物・資料整理作業、報告書作成業務に従事した者は下記の通りである（五十音順・

敬称略）。

【国分寺市教育委員会教育部ふるさと文化財課史跡係】　

　島田智博　　中野　純　　中元幸二　　増井有真　　依田亮一

【国分寺市遺跡調査会】

　岩田尋湖　　大羽正子　　小野祐子　　桂　弘美　　小池和彦　　佐藤　令　　相馬しのぶ　　

　冨澤　好　　平塚恵介　　藤﨑　努　　矢内雅之　　吉田さおり

【国分寺市シルバー人材センター】

　青山達夫　　高橋より子　　山口啓子

【国分寺市ふるさと文化財愛護ボランティア】　

　梅山伸二　　上村雄三　　佐々木義身

発掘調査・出土品等整理作業・報告書作成作業では、下記の諸氏・関係機関から御指導・御協力を

賜りました。記して感謝申し上げます（順不同・敬称略）。

植松政郎　　小平和生　　佐藤雄介　　松岡岳人　　村越　勇

株式会社オメガ　　株式会社グランドホーム　　株式会社秀菊　　三井不動産レジデンシャル株式

会社　　文化庁文化財部記念物課　　東京都教育庁地域教育支援部管理課　　国分寺市文化財保護

審議会　　国分寺市史跡武蔵国分寺跡保存整備委員会　　国分寺市遺跡調査会武蔵国分寺跡調査・

研究指導委員会

11.

12.
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①　国分寺市の基本土層について　

　国分寺市域で用いる層位区分は、表土（Ⅰ層）下の黒褐色土を黒色味が強い上層（Ⅱ層）と、ローム層への漸移層で

ある下層（Ⅲ層）に細分している。そのため、黒色土をⅡ層、Ⅲ層以下をローム層にあてる、一般的な武蔵野台地上の

遺跡における層序区分とは呼称が若干異なっている。本書で報告する調査対象地は、武蔵野段丘面と立川段丘面とに存

在するが、堆積土層は下記のとおりほぼ共通した層序区分を示す。

凡　例

国分寺市内の

平均的な層序

　Ⅰ　層　　表土。近～現代の盛土、および耕作土。層厚約 30 ～ 50 ㎝。

　Ⅱ　層　　黒褐色土。粒子が粗い。締まりはやや弱い。粘性は弱い。古代～中世の遺物を

　　　　　　包含し、古代の遺構覆土に似る。層厚約 10 ～ 15 ㎝だが、市内では削平されて

　　　　　　いることが多い。

　Ⅲａ層　　黒褐色土。粒子はやや粗い。粘性はやや弱い。層厚約 10 ～ 15 ㎝。同層上面が

　　　　　　本来的な古代の遺構確認面であるが、Ⅱ層と類似した土質であることから、こ

　　　　　　の下層において遺構を視覚的に検出することが多い。

　Ⅲｂ層　　暗褐色土。Ⅲａ層より明るく、褐色味が強くなる。軟質で粘性はやや弱いが、

　　　　　　Ⅲｃ層に近づくに連れて粘性が強くなる。縄文時代中期の遺物を包含する。層

　　　　　　厚約 30 ～ 40 ㎝。

　Ⅲｃ層　　茶褐色土・暗黄褐色土。縄文時代早～前期の遺物を包含する。ローム層への漸

　　　　　　移層で、赤色スコリアを多量に含む。層厚約 10 ～ 15 ㎝。

　Ⅳ　層　　黄褐色土。ソフトローム。Ⅴ層との境は凹凸が激しい。層厚約 15 ～ 25 ㎝。

　Ⅴａ層　　黄褐色土。ハードローム。色調によってａ・ｂの２層に分けられる。下層にい

　　　　　　くに従い黄色味が薄くなり灰褐色味を帯びてくる。その色調は漸移的に変化す

　　　　　　る。赤色・黒色スコリアを多量に含む。部分的にⅤｂ層と中間の色調を有する

　　　　　　部分がある。

　Ⅴｂ層　　暗灰褐色土。ハードローム。色調はⅤａとⅥ層の中間。

　Ⅵ　層　　暗褐色土。立川ローム第一黒色帯。スコリアは細かく、全体に粒子緻密。やや

　　　　　　粘性を増す。

　Ⅶ　層　　黄褐色土。黄色味が強く、明るい。Ⅷ層へは漸移的に移行し、境界はやや不明瞭。削るとジャリジャリする

　　　　　　（ＡＴ層）。

　Ⅷａ層　　褐色土。立川ローム第二黒色帯。Ⅶ層下部に似て、やや暗くなり始めるところから本層とし、削るとジャリ

　　　　　　ジャリする。黒色・赤色スコリアを含む。

　Ⅷｂ層　　暗褐色土。立川ローム第二黒色帯。Ⅷａよりさらに色調が暗くなる。粒子が細かく、緻密で粘性がある。黒

　　　　　　色・赤色・青色・白色スコリアを多く含む。

　Ⅸａ層　　暗褐色土。立川ローム第二黒色帯。Ⅷｂよりさらに黒色味増す。粒子は細かく、緻密で粘性が強くなる。

　Ⅸｂ層　　暗褐色土。立川ローム第二黒色帯。成分はⅨａ層と同じで、粒子は細かく、緻密で粘性が強い。下部の５～

　　　　　　10 ㎝はⅩ層の影響からⅨａ層より明るい部分もある。

　Ⅹ　層　　黄褐色土。粒子極めて細かく、緻密で粘性のあるローム土。

②　調査地区の位置について（グリッド）

　国分寺市では、№ 10・19 遺跡である武蔵国分寺跡（僧尼寺）の広大な範囲を統一して調査するため、局地座標系を用

いている。

　座標原点は僧寺伽藍中軸線を基準に、金堂中心の北 26.276 ｍの中軸線上の点（コンクリート埋設）である。僧寺中軸

線は、真北から７° 07′ 01″、磁北から０° 37′ 01″それぞれ西偏する。この座標原点を中心に象限をⅠ～Ⅳに大別し、

GL-1.0m

GL-2.0m

GL± 0m

GL-3.0m

ⅠⅠ

Ⅲａ
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ⅢｃⅢｃ
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ⅤａⅤａ

ⅤｂⅤｂ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷａ

Ⅷｂ

Ⅸａ

Ⅸｂ

Ⅹ

Ⅱ
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中心点からの距離をＮ・Ｓ・Ｅ・Ｗで表す。さらに、本

文中および図面のグリッド表示の数字は、南と西に接す

る基準線に与えた記号の組み合わせにより呼称する。東

西基準線はアルファベット２文字で表す。１文字目は原

点をＡとし、60 ｍごとにＢ・Ｃ・Ｄ…とふり、２文字

目はその内を３ｍごとに 20 区に分けＡ～Ｔとふってい

る。南北基準線は数字で表し、原点を０として以下東西

ともに３ｍごとに１・２・３…とふった。

　なお、遺跡記号はＭＫ（武蔵国分寺の略）にⅠ～Ⅳの

各象限を続けたものに、調査次数を付して表示している。

　上記以外の市内遺跡の座標は、世界測地系の第９系を

用いている。ただし、その基準点は平成 23 年３月 11 日

の東北地方太平洋沖地震の影響を受けて変動している

が、従来の測量成果簿を使用している。

③　遺跡名について

武蔵国分寺跡の調査基準線

020
(W60)

40
(W120)

60
(W180)

80
(W240)

20
(E60)

40
(E120)

60
(E180)

80
(E240)

AA

BA(N60)

CA(N120)

DA(N180)

EA(N240)

BA(S60)

CA(S120)

DA(S180)

EA(S240)

金堂

講堂

中門

北方建物

七重塔

0 60 120m

(第Ⅳ象限) (第Ⅰ象限)

(第Ⅱ象限)(第Ⅲ象限)

　遺跡名については、№ 10・19 遺跡以外の調査については、Ｋ（国分寺の略）に遺跡番号を続けたものに次数を付して

表示している。

④　遺構図面について

　調査地点位置図・遺構図面は、図面上が座標北を示す。特記のない限り調査地点位置図は縮尺を１/2,500、土層断面図

および柱状図の縮尺は１/40 に統一し、スケールバーで示している。

⑤　遺構番号について

　遺構は遺跡ごとにほぼ発見順に連続番号を付し、下記の遺構記号を冠して表示している。また、縄文時代の遺構は遺構

番号末尾に Jを付し、Pは遺構記号の後ろに Jを付して歴史時代の遺構と区別している。

　　SI：竪穴住居　　　SD：溝　　　SK：土坑　　　SF：道路　　　SX：性格不明遺構　　　P：小穴　　　 　

⑥　遺構写真について

　各写真キャプションに併記する（方位）は撮影した方向を示す。真上から撮影した場合は、上下左右と方向を用いて方

角を示している。

⑦　全体図・遺構図の表現方法について

　図中の記号・ライン、スクリーントーンについては次の通りで、これ以外に使用しているトーンは個々の図で示してい

る。なお、図の一部ではスクリーントーンを使用していないものもある。

未掘（遺構）

生きの遺構ケバ線

撹乱・近現代の落ち込みケバ線

セクションポイント

Ⅲｂ層

Ⅲｃ層

Ⅳ・Ⅴ層

柱穴跡

未掘（遺構）

硬化面

未掘（撹乱）

カマド粘土

受熱部分
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⑧　遺物番号について　

　遺物は、各調査において種別毎に連続番号を付し、下記の遺物記号を冠して表示する。

　【歴史時代】土 器 類　　PH：土師器　　　PK：須恵器　　　PN：灰釉陶器　　PP：緑釉陶器　　PT：中近世陶器

　　　　　　 瓦 塼 類　　KC：男瓦　　　　KD：女瓦

　　　　　　 金属製品　　MA：銭貨　　　　MY：鉄滓

　【縄文時代】土 器 類　　JE：中期前半　　JF：中期後半　　JJ：時期不明

　　　　　　 石 器 類　　AG：打製石斧

⑨　遺物の表現方法について

　遺物のスクリーントーンの指示は次のとおりである。

　

⑩　遺物の縮尺について

　縮尺は次のとおりに統一し、スケールバーで示している。また、写真図版についても、おおむね次のスケールに統一し

ている。

　　土器類：１/３　　瓦類：１/４　　金属製品：１/２　　縄文時代石器：１/３

⑪　遺物観察表について

　遺物の記述については一覧表とし、原則として図面番号順に列記してある。遺物観察表における法量のうち、完存して

いるものは括弧なしで全長数値を表し、（　　）は残存数値、（（　　））は復元数値を表す。「－」は計測できないものを表す。

●報告書で使用する用語と図面の見方について

　国分寺市では、市民サービス等の向上の一環として、わかりやすい埋蔵文化財年報の作成に取り組み、平成 19 年度版

から改編を重ねている。ここでは、報告書の内容を少しでも多くの方々に御理解いただけるよう、一般的には使用されな

い考古学の用語や、⑦で示した図面の見方について解説する（⑦も参照）。

　遺 構 … 遺跡中に残されている不動性に富む人間集団の痕跡。集落では、住居・建物・倉庫・井戸・溝・土坑な

　　　　　　　　どを指す。可動性のある遺物とは区別される。

　遺 物 … 人間集団が残した可動性に富む物質で、遺構とともに遺跡を構成する。石器・土器・陶磁器・木製品・

　　　　　　　　骨角器・金属製品・石製品など様々な道具や装飾品を指す。

　竪 穴 住 居 … 地面を掘りくぼめて床を敷き、支柱を立てて屋根をかける構造の建物。縄文時代以来の一般的な住居と

　　　　　　　　して中世まで使用されている。床面には炉・カマド・柱穴などがあり、床面は硬く踏み固められている。

　　　　　　　　竪穴構造の建物であっても住居以外の用途（工房など）に使用されていた可能性も想定されることから

　　　　　　　　「竪穴建物」とも呼ばれる。

　ト レ ン チ … 地表下の遺構を探すために掘られた適切な幅と長さの溝状の発掘区で、発掘溝・試掘坑ともいう。

　未 掘 … 検出された遺構を平面形のみ確認して、掘削をしていない箇所。

　撹 乱 … 後世に掘り込まれ、地山（自然堆積土）や遺物包含層、遺構等を壊している範囲。耕作による削平や、

　　　　　　　　地下埋設物（水道・ガス）を敷設するために掘り込まれた穴・溝等も含まれる。

　遺構ケバ線 … 遺構の平面図に加える線。遺構の上端（遺構の掘り込み囲）から、遺構の下端（遺構の底面）に向かっ

　　　　　　　　て掘り込まれている様子を示す。

　撹乱ケバ線 … 撹乱の掘り込みの様子を示す。

　ｾｸｼｮﾝﾎﾟｲﾝﾄ … 遺構が構築されてから埋没するまでの過程を、土層の堆積状況によって判断するために遺構を断ち割り、

　　　　　　　　土層観察面を設定した地点。

灰釉陶器（施釉部分） 緑釉陶器（断面）灰釉陶器（断面）
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第１章　埋蔵文化財行政のあらまし

国分寺市の埋蔵文化財  国分寺市は、通称「ハケ」と呼ばれる国分寺崖線を境として、地形的に北と南

に分けられています。国分寺崖線は、古多摩川が武蔵野台地を 10 万年以上の歳月をかけて削りとって

形成された河岸段丘の連なりを指し、東西の長さは約 30km にわたります。北と南の標高差（崖高）は

10 ～ 20 ｍを測ります。崖線沿いには樹林や湧水などの豊かな自然環境が形成され、この崖線上を武蔵

野段丘、崖下を立川段丘と呼んでいます。武蔵野段丘の縁辺部には、本多谷・殿ヶ谷戸谷・さんや谷・恋ヶ

窪谷のようないくつもの開析谷が作られ、崖線下からの湧水はこれらの谷を通って集まり野川となりま

す。こうした起伏に富む豊かな自然環境のもと、野川を中心に市内には人類が日本列島に住み始めた旧

石器時代以来の生活痕跡が多く残されています。そして、奈良時代には、市名の由来となった武蔵国分

寺が国分寺崖線を背にして建立されました。

　先人がこの土地に残した遺構や遺物（埋蔵文化財）を保存・活用し、現在を生きる私たちの文化的向

上に役立てていくことは大切なことです。「文化財保護法」（以下「法」という）では、国や地方公共団

体に対し、遺跡である「埋蔵文化財を包蔵する土地」（以下「包蔵地」という）を的確に把握し、周知

の徹底に努めるように求めています（法第 95 条第１項）※１。国分寺市では、現在約 50 カ所の包蔵地

が確認されています。そのうち、武蔵国分寺跡の中枢部周辺と東山道武蔵路跡の一部については、国の

史跡に指定されています。

④湧水になる④湧水になる

AA’

立川ローム

連光寺互層（海成層）

野川

立川段丘面 武蔵野段丘面

国分寺崖線

武蔵野ローム武蔵野ローム

武蔵野礫層

立川礫層

①雨が降る①雨が降る

②土にしみこむ②土にしみこむ

③地下水が礫層を通る③地下水が礫層を通る

海抜
50㍍

野川野川

0

A

A’

殿ヶ谷戸谷殿ヶ谷戸谷
本多谷本多谷

内藤面内藤面

恋ヶ窪面恋ヶ窪面

↙東山道武蔵路通過ライン↙東山道武蔵路通過ライン

本多面本多面

恋ヶ窪谷恋ヶ窪谷

黒鐘谷黒鐘谷

恋ヶ窪谷恋ヶ窪谷 さんや谷さんや谷

さんや谷さんや谷

立川段丘面立川段丘面

武蔵野段丘面武蔵野段丘面

包蔵地内での土木工事　包蔵地の範囲内で土

木工事を行う場合には、埋蔵文化財保護の観

点から、法に基づいて着手しようとする日の

60 日前までに届出（法第 93 条第１項）※２、

もしくは通知（法第 94 条第１項）※３を行う

必要があります。届出（通知）は国分寺市教

育委員会を通して東京都教育委員会に進達さ

れ、工事が埋蔵文化財に与える影響を考慮し

て必要な措置が都から届出者に対して指示さ

れます。

　市内では、地表からおよそ 40 ～ 100 ㎝下

に遺構が眠っており、工事がこれより深い場

合は埋蔵文化財の保存に影響が及ぶ可能性が

あります。その影響が軽微な場合には、市職

員の立会のもとに工事を行います（立会調

査）。埋蔵文化財が壊される可能性があると

第１図　国分寺市の地形模式図

第２図　国分寺崖線と湧水

第１章　埋蔵文化財行政のあらまし
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判断される場合、遺跡の状況を探る確認調査を行い、その結果、事業者と協議の上でやむを得ず開発に

より遺跡を壊すことになった場合には、事前に記録保存調査を行います（本発掘調査）。その費用につ

いては原因者に負担をお願いしています。

国指定史跡と現状変更　史跡とは、貝塚・古墳・都城・旧宅・その他の遺跡で我が国にとって歴史上又

は学術上価値の高いものを指し、国や自治体によって指定されます。国分寺市内には国によって指定さ

れた史跡武蔵国分寺跡 附東山道武蔵路跡があり、国分寺市では郷土の歴史を語り継ぐよりどころとし

て、そして国民共有の貴重な財産として保存・整備・活用するための事業を推進しています。この史跡

内で工事などによって現状を変更する場合については、文化庁長官の許可を受けなければなりません（法

第 125 条）※４。また、同工事によって地下を掘削する場合は、さらに埋蔵文化財発掘の届出もしくは

通知の提出が必要となります。

届出・通知の件数　近年の埋蔵文化財の届出（通知）の件数は、近年 200 件を超えることが多く、平成

27 年度も若干減少したものの 193 件（緊急工事の後日提出分含む）ありました。平成 27 年度における

【文化財保護法】抜粋（昭和 25 年５月 30 日法律第 214 号・最終改正　平成 23 年５月２日法律第 37 号）

※１　（埋蔵文化財包蔵地の周知）第 95 条第１項　

　国及び地方公共団体は周知の埋蔵文化財包蔵地について、資料の整備その他その周知の徹底を図るために必要

な措置の実施に努めなければならない。

※２　（土木工事のために発掘に関する届出及び指示）第 93 条第１項

　土木工事その他埋蔵文化財の調査以外の目的で、貝づか、古墳その他の埋蔵文化財を包蔵する土地として周知

されている土地（以下「周知の埋蔵文化財包蔵地」という。）を発掘しようとする場合には、前条第１項の規定を

準用する。この場合において同項中「30 日前」とあるのは、「60 日前」と読み替えるものとする。

※３　（国の機関等が行う発掘に関する特例）　法第 94 条第 1項

　国の機関（中略）が前条第 1 項に規定する目的で周知の埋蔵文化財包蔵地を発掘しようとする場合においては、

同条の規定を適用しないものとし、当該国の機関等は、当該発掘に係る事業計画の策定に当たって、あらかじめ

文化庁長官にその旨を通知しなければならない。

※４　（現状変更等の制限及び原状回復の命令）第 125 条

　史跡名勝天然記念物に関しその現状を変更し、又はその保存に影響を及ぼす行為をしようとするときは、文化

庁長官の許可を受けなければならない。ただし、現状変更については維持の措置（中略）、保存に影響を及ぼす行

為については影響の軽微である場合は、この限りではない。

指示内容内訳 件数 割合

発掘調査 4 2.1％

確認調査 10 5.4％

立会調査 142 75.9％

慎重工事 31 16.6％

第１表　平成 27 年度の届出・
通知の指示事項と割合

※緊急工事の後日提出分６件を除く。

史跡の現状変更許可申請書（法第 125 条）は５件で、そのうち２件

は武蔵国分寺跡史跡保存整備工事とおたかの道湧水園内歴史的建造

物保存修理工事に伴って国分寺市教育委員会が申請したものです。

　平成 27 年度における届出（通知）に対する確認調査・発掘調査

の指示は合わせて 14 件ありましたが、このうち２件（確認調査２件）

は次年度に調査を行いました。

第１章　埋蔵文化財行政のあらまし
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平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

埋蔵文化財発掘の届出　法第 93 条 146 170 184 193 172

埋蔵文化財発掘の通知　法第 94 条 42 49 39 23 21

埋蔵文化財発掘調査の届出　法第 92 条 0 0 0 1 1

史跡・名勝現状変更許可申請　法第 125 条 2 7 4 5 5

発掘調査件数

国分寺市遺跡調査会（委託） 20 24 11 11 14

国分寺市教育委員会（直接） 0 0 0 0 1

民間調査会社（三者協定） 0 0 0 3 2

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

土木工事等
に伴う調査

事業者負担に
よる調査

民間企業負担 0 0 0 4,255 15,552

公共機関負担 0 4,000 326 0 0

補助金による
調査

発掘調査 146 94 216 23 3

確認調査 50 155 360 182 237

試掘調査 40 7 0 0 0

国分寺市負担
による調査

確認調査 0 0 0 0 1

土木工事等に伴う調査面積合計 236 4256 902 4,460 15,793

保存目的
（学術調査）

国分寺市負担
による調査

試掘・確認調査 0 0 0 21 138

史跡保存
整備事業

に伴う調査

補助金による
調査

事前遺構
確認調査

505 314 0 0 0

第２表　届出・通知および調査件数

第３表　発掘調査面積の推移

　平成 27 年度に実施した調査のうち、国庫補助事業による調査は平成 26 年度分の届出１件（MK708 次）、

平成 27 年度分の届出７件（MK710 次、MK711 次、MK712 次、K2-95 次、K2-96 次、K2-97 次、K57-25 次）

の計８件となっています。このほかに国分寺市教育委員会と民間調査会社、開発事業者の三者で協定を

締結し、開発事業者が費用を負担して、民間調査会社（法第 92 条による）が実施した発掘調査が１件（K5-8

次）、開発事業者が費用を負担し、国分寺市遺跡調査会が実施した発掘調査が５件（MK706 次、MK707 次、

MK709 次、MK714 次、K5-7 次）、開発事業者が費用を負担し、国分寺市教育委員会が主体となって実施

した確認調査が１件（K5-6 次２期）、国分寺市が費用を負担して遺跡調査会へ委託して実施した保存目

的の調査が１件（MK715 次）、小規模調査のため市の単独経費で国分寺市教育員会が直接実施した確認

調査が１件（MK713 次）ありました。

単位：㎡　小数点以下切り捨て

発掘調査面積の推移　平成 27 年度の国庫補助事業による調査面積は約 240 ㎡で、ここ５年間では平均

的な数値といえます。一方で、開発事業者負担による調査は昨年度から増加し、平成 27 年度は大規模

開発に伴い、合計で15,000㎡を超える調査がありました。本書ではこれを除く調査の成果を報告します。

　なお、国分寺市では事前遺構確認調査の成果をもとに、史跡武蔵国分寺跡（僧寺）を歴史公園として

開園するための整備工事を進めています。また、市域の貴重な文化財を保護し、後世に伝えていくため

に、発掘調査以外にも文化財の公開・普及活動など様々な事業を行っています。発掘調査によって出土

した土器や瓦は、武蔵国分寺跡資料館や文化財資料展示室（市立第四中学校内）などで展示しています。

　また、刊行した報告書や普及書は資料館や図書館、市役所オープナー等で閲覧することができます。

第１章　埋蔵文化財行政のあらまし



‐18‐ ‐19‐

第１章　埋蔵文化財行政のあらまし

№ 日付 条 申請地 申請工事内容 指示内容 立会実施日 立会記録・調査次数・備考

1 H27.4.3 93 条 内藤 2-1-9 ガス 立会調査 H27.4.20 GL-70cm まで掘削。道路舗装面直下よりローム。

2 H27.4.6 93 条 本町 1-4-9 ガス 慎重工事 ― ―

3 H27.4.7 93 条 西元町 1-1-26 集合住宅 発掘調査 MK Ⅰ -709 次調査（平成 27 年度概報掲載）

4 H27.4.8 93 条 東元町 3-14-11 ほか ガス 立会調査 H27.5.15
南北道路からの引き込み。本管接続部分は盛土内
施工、宅地への引き込みは、土地がすでに削平さ
れており、表土がⅣ層以下のロームで、地山を確認。

5 H27.4.13 94 条 東元町 2-17 先 水道 慎重工事 ― ―

6 H27.4.13 94 条 東元町 2-28 ～ 27 先間 水道 慎重工事 ― ―

7 H27.4.13 93 条 本町 4-24-36
宅地造成・ガス・

水道・電気
立会調査

H27.6.11 ～
23

遺構・遺物なし。

8 H27.4.14 93 条 本町 4-15 ガス 慎重工事 ― ―

9 H27.4.14 93 条 南町 1-11-13 ガス 慎重工事 ― ―

10 H27.4.14 93 条 東元町 3-14-16 水道 立会調査 H27.12.14 写真受領。遺構・遺物なし。

11 H27.4.14 93 条 東元町 3-14-16 水道 立会調査 H27.12.14 写真受領。遺構・遺物なし。

12 H27.4.14 93 条 東元町 3-14-11 水道 立会調査
① H27.5.7 
② H27.5.11

①北側道路からの引き込み。本管接続部分は盛土
内施工、宅地への引き込み部分は、土地がすでに
削平されており、表土がⅣ層以下のローム、地山
を確認。②南側道路からの引き込み。①と同様。

13 H27.4.14 93 条 南町 3-22-11 ガス 立会調査 H27.4.27 GL-100cm まで掘削。掘山内施工。

14 H27.4.14 93 条
泉町 1-2386-43、-44
の一部

個人住宅 立会調査 H27.7.4 遺構・遺物なし。

15 H27.4.20 93 条 東元町 4-6 ガス 慎重工事 ― ―

16 H27.4.20 93 条 本町 4-17 ガス 慎重工事 ― ―

17 H27.4.20 93 条 泉町 1-18 ガス 慎重工事 ― 緊急工事。

18 H27.4.23 93 条 東元町 3-12-6 分譲住宅 立会調査 H27.6.26 基礎根切。GL-30cm まで掘削。旧建物掘山内。

19 H27.4.27 93 条 光町 1-3-24 個人住宅 立会調査 H27.6.25
基礎根切。GL-20cm まで掘削。旧建物掘山内。18
日に地盤改良が実施されている。

20 H27.4.27 93 条 東元町 1-28-22 ガス 立会調査 ―

21 H27.4.30 93 条 泉町 1-9-15 個人住宅 立会調査 H27.7.22

外構工事。土留より東側部分GL-50cmまでスキ取り。
全面に攪乱を受けている。土留のごく一部で地山

（Ⅲｂ下部）が確認されたが、ブロック状に混入し
ている可能性もあり、不確定。

22 H27.4.30 93 条 泉町 1-9-15 個人住宅 立会調査 H27.7.29
基礎根切。GL-60cm まで掘削。攪乱を受けており、
地山は未検出。

23 H27.5.1 93 条 東恋ヶ窪 1-280 代替食堂 発掘調査 K5-7 次調査

24 H27.5.13 93 条 泉町 1-6-15 水道 立会調査 H27.6.26
宅地は道路面より 200cm 低く、道路は GL-130cm、
宅地は -300cm まで掘削、宅地は -60cm でロームを
確認。

25 H27.5.21 93 条 泉町 1-11 ガス 慎重工事 ― ―

26 H27.5.25 93 条 東元町 1-37 ガス 立会調査 H27.6.17 遺構・遺物なし。

27 H27.5.27 93 条 泉町 1-5 ガス 慎重工事 ― ―

28 H27.5.28 93 条 泉町 3-1 ガス 立会調査 ―

29 H27.6.1 93 条 本町 4-16 ガス 慎重工事 ― ―

30 H27.6.3 93 条 本町 4-2864-48 個人住宅 立会調査 H27.8.19
基礎根切。GL-10cm、道路側入口部分のみ -40cm ま
で掘削。黒色土、旧建物の攪乱あり、地山は未検出。

31 H27.6.4 93 条 西恋ヶ窪 1-23-8 個人住宅 発掘調査 K2-95 次調査

32 H27.6.5 93 条 本町 4-24-1 水道 立会調査 H27.6.11 ～

全 12 か所の内 2か所（No.10・8）。№８は GL-
130cm まで掘削。本管接続部分は盛土内施工、宅地
への引き込みは掘山内施工。宅地側は -80cm で道
路に向かうＵ字小溝が埋設。No.10 は -70cm でコン
クリート面、元の施工面か。-90cm でローム。

33 H27.6.8 93 条 東元町 2-18-40 水道 立会調査 H27.6.29
GL-80cm まで掘削。南側は掘山、北側は黒色土、
-80cm で地山を確認。

34 H27.6.9 93 条 本町 4-24（他 10 件 ) ガス 立会調査
H27.6.19 ～
23

No.32 と重複するため多くは掘山だが、わずかに確
認できる部分あり。GL-150cm まで掘削。-70cm ～
-90cm でローム、その上に厚さ 30cm の黒色土、い
ずれも盛土。

第４表　平成 27 年度　届出・通知および立会記録等一覧（１）

※グレー 20％の網掛け部分は本書掲載の発掘調査に伴う届出（平成 26 年度届出分を除く）
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第１章　埋蔵文化財行政のあらまし

№ 日付 条 申請地 申請工事内容 指示内容 立会実施日 立会記録・調査次数・備考

35 H27.6.10 93 条 西恋ヶ窪 1-22-1 他
分譲住宅 
水道

立会調査 H27.8.31
排水管及び雨水ます設置。GL-130cm まで掘削。ほ
ぼ盛土、宅地側の一部 -50cm で地山を確認。

36 H27.6.10 93 条 本町 4-2803-3
事務所 

モデルルーム
立会調査 H27.7.30

基礎根切。GL-60cm まで掘削。攪乱を受けており、
地山は未検出。元々駐車場だったため、アスファ
ルト・コンクリート・砂利敷きで、アスファルト
とコンクリートを剥がして砂利の上に新たに土を
被せる作業のため、掘削は造成土 (盛土 )範囲内。

37 H27.6.10 93 条 東元町 3-24 ガス 慎重工事 ― ―

38 H27.6.11 93 条 東元町 3-12-15 ガス 立会調査 H27.6.15
2 か所。GL-60cm まで掘削。本管接続・宅地引き込
み部分は盛土内施工。

39 H27.6.12 93 条 西恋ヶ窪 1-22- 外
分譲住宅
水道

確認調査 H27.10.22
K2-96 次調査
水道新設。GL-80cm まで掘削。本管接続部分が最深
部、-30cm 以下の一部で地山を確認、多くは掘山。

40 H27.6.12 93 条 泉町 3-2 集合住宅 立会調査 H27.7.22 基礎根切。GL-30cm まで掘削。盛土内施工。

41 H27.6.15 93 条 東元町 3-4 水道 立会調査 H27.7.27 下水道。GL-180cm まで掘削。-100cm で地山を確認。

42 H27.6.18 93 条 内藤 1-8-28 個人住宅 立会調査
① H27.8.6 
② H27.8.28

①基礎根切。GL-40cm まで掘削。黒色土、旧建物の
攪乱あり、地山は未検出。②排水管及び雨水ます
設置。-80cm まで掘削、盛土内のため地山は未検出。

43 H27.6.18 93 条 東元町 3-4（他 1件） ガス 立会調査 ―

44 H27.6.22 93 条 本町 4-2864-51 個人住宅 立会調査 H27.9.3
基礎根切。基礎は GL-20cm、排水ますなどは -60cm
まで掘削。-40cm から黒色土、旧建物の攪乱あり、
地山は未検出。

45 H27.6.29 93 条 東元町 3-14-11 個人住宅 立会調査 H27.2.18 写真受領。遺構・遺物なし。

46 H27.7.3 93 条 西元町 1-1-26 水道 慎重工事 ― ―

47 H27.7.6 93 条 泉町 1-9 個人住宅 立会調査 H27.9.15 基礎根切。GL-30cmまで掘削。黒色土、地山は未検出。

48 H27.7.8 93 条
西恋ヶ窪 1-22-1,1-22-
の一部

分譲住宅 立会調査
① H27.9.2 
② H27.9.4

①排水管設置。GL-80cm まで掘削。盛土と黒色土、
-60cm で地山を確認。②基礎根切。-20cm まで掘削。
地山は未検出。

49 H27.7.13 93 条 東恋ヶ窪 1-207-3 携帯基地局撤去 立会調査 H27.9.29
電柱撤去。GL-270cm まで掘削。すべて黒色土、地
山は未検出。

50 H27.7.15 93 条 本町 4-21-29 水道 立会調査 H28.3.11
GL-140cm まで掘削。道路側は掘山内、ロームが少
し見える。宅地は -30cm まで盛土、下はロームの
塊が混じる。

51 H27.7.15 93 条 本町 4-2864-1 の一部 個人住宅 立会調査 H27.8.7
基礎根切。GL-70cm まで掘削。黒色土、旧建物の攪
乱あり、地山は未検出。

52 H27.7.16 93 条 西恋ヶ窪 1-20-31 分譲住宅 立会調査 H27.9.4 基礎根切。GL-20cm まで掘削。地山は未検出。

53 H27.7.22 93 条 西元町 2-4 ～ 3 ガス 立会調査 H27.8.21
GL-85cm まで掘削。道路の盛土内施工、掘削の底部
はローム。

54 H27.7.24 93 条 西元町 3-1894-12 分譲住宅 立会調査 H27.9.15 基礎根切。GL-40cmまで掘削。黒色土、地山は未検出。

55 H27.7.24 93 条 西恋ヶ窪 3-18-5 集合住宅 立会調査

① H27.12.1 
② H27.12.21 
③ H27.12.22 
④ H27.12.24

①擁壁工事。西側隣地（北側歩道 +約 180cm）を基
準として、中央南寄り：-50cm まで黒色土及び IV
層、-110cm まで V層、-130cm までⅣ層（BB Ⅰ）、
-140cm までⅦ層（AT）、-170cm までⅧ層（BB Ⅱ）、
-210cm までⅨ層（BB Ⅱ）、-260cm までⅩ層下端。
北側：-100cm までⅣ層、-170cm までⅤ層、-190cm
までⅥ層（BB Ⅰ）、-210cm までⅦ層（AT)、-230cm
までⅧ層（BB Ⅱ）下端南側：BB Ⅰ相当の高さまで
観察。②建物基礎。北側より開始、北側歩道から
-60cm ほどで部分的にⅢｂ層の残存があるが大部分
は盛土。-100cm ほどでロームを確認。西側深基礎
部分で BB Ⅱ下Ⅺ層まで確認。③②のつづき。北か
ら 2本目の深堀部分は西側で盛土下 BB Ⅱ～Ⅺ層ま
で確認。それ以外は BBⅡまで掘削。④③のつづき。
部分的にローム確認するが大部分が地下タンク掘
山。

56 H27.7.31 93 条 東恋ヶ窪 1-217 ～ 280
地下ケーブル

移設
立会調査 H27.10.15

電気通信ケーブル埋設。GL-120cm まで掘削。-30cm
まで耕作土、-70cm まで黒色土、それ以下は地山を
確認。

57 H27.8.3 93 条 西恋ヶ窪 1-17-18 個人住宅 立会調査 H27.12.7
基礎根切。GL-50cmまで掘削。黒色土でガラを含む、
地山は未検出。

58 H27.8.3 94 条 東元町 4-5-2
雨水浸透ます

設置
立会調査 H27.8.24 2 か所設置。GL-80cm まで掘削。掘山内施工。
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59 H27.8.3 94 条 東元町 4-5-1
雨水浸透ます

設置
立会調査 H27.8.26

2 か所設置。GL-70cm まで掘削。-60cm まで盛土、
その下は耕作土、地山は未検出。

60 H27.8.3 94 条 西元町 3-17-14
雨水浸透ます

設置
立会調査 H27.8.25 1 か所設置。GL-70cm まで掘削。掘山内施工。

61 H27.8.3 94 条 西元町 3-17-2
雨水浸透ます

設置
立会調査 H27.8.24

1 か所設置。GL-70cm まで掘削。ベタ基礎が出る、
掘山内施工。

62 H27.8.4 93 条 本町 4-2864-46 個人住宅 立会調査 H27.9.4
基礎根切。ラップル基礎部は GL-190cm まで、それ
以外は -30cm まで掘削。-100cm で地山を確認、旧
建物の攪乱あり。

63 H27.8.5 93 条 東元町 4-2-11 個人住宅増改築 立会調査 H28.1.22
GL-30cm まで掘削。西側は -20cm まで黒色土混じり
のローム、-30cm まで表土黒色土。

64 H27.8.7 93 条 内藤 1-5-21、12 個人住宅 立会調査 H27.10.13
基礎根切。GL-20cm まで掘削。黒色土のみ、地山は
未検出。

65 H27.8.11 93 条 本町 4-24 電柱 立会調査 ―

66 H27.8.11 93 条 西恋ヶ窪 3-2-21 ガス 慎重工事 ― ―

67 H27.8.12 94 条 東元町 4-14-39
雨水浸透ます

設置
立会調査 H27.8.24 2 か所設置。GL-80cm まで掘削。掘山内施工。

68 H27.8.13 93 条 内藤 1-8-22 個人住宅 立会調査
① H27.12.9 
② H27.12.10

①北側、基礎根切。GL-50cm でⅢｂ層検出、東は盛
土。②南側、駐車場部分。-70cm でⅢｂ下層（明る
さ増す）、東壁際はシミ（深さ 5～ 10cm）。

69 H27.8.18 93 条 西恋ヶ窪 1-22 電柱 立会調査 H27.8.28
新設。GL-260cm まで掘削。-100cm まで盛土。ド
リル掘削の為、土が壁に貼り付き層位確認出来ず。
地支線側 -70cm でⅣ層。　

70 H27.8.18 93 条 泉町 2-8 電気 慎重工事 ― ―

71 H27.8.18 93 条 本町 4-2864-49 個人住宅 立会調査 H27.9.14 基礎根切。GL-30cmまで掘削、黒色土。地山は未検出。

72 H27.8.18 93 条 本町 4-2864-50 個人住宅 立会調査 H27.10.5 基礎根切。GL-30cmまで掘削。黒色土、地山は未検出。

73 H27.8.20 93 条 南町 1-12-28 個人住宅 立会調査 H27.10.28

深基礎根切。GL-120cm まで掘削。北から南へ下
る傾斜地。-40( 北 ) ～ -60( 南 )cm でⅢ b層、
-50( 北 ) ～ -90( 南 )cm でⅢｃ層、-70( 北 ) ～
-110( 南 )cm でⅣ層、-90( 北 ) ～ -110( 南 )cm で
Ⅴａ層 (ハードローム )を確認。

74 H27.8.21 93 条 南町 3-30 電柱 立会調査 H27.12.28 写真受領。遺構・遺物なし。

75 H27.8.24 93 条 南町 2-1-16 集合住宅 立会調査
① H27.9.29 
② H27.11.11

①建物解体。GL-40cm まで掘削。旧建物基礎あり、
すべて黒色土、地山は未検出。②基礎根切。GL-
20cm まで掘削。黒色土のみ、地山は未検出。

76 H27.8.24 93 条 西恋ヶ窪 3-15-20 個人住宅 立会調査 H27.9.29 遺構・遺物なし。

77 H27.8.24 93 条
西恋ヶ窪 1-29-2,-29-
3、-29-5 の各一部

集合住宅 確認調査
① H27.9.11 
② H27.9.18

K2-97 次調査 
①基礎撤去。基礎掘山の壁面で観察：西側外周は
GL-10cm でⅢｃ層、東南外周では -10cm でⅣ層、一
本西側で-10cmでⅣ層検出。-30cmでそれぞれ地山。
北側外周は -30cm まで盛土。-30cm 以下でⅢｃ層を
検出。遺構なし。②物置、擁壁撤去。擁壁抜き跡西壁、
-10cm でⅤ層確認。東壁では盛土が厚く貼り付き地
山確認できず、有無不明。物置部分 -60cm でまだ
盛土。遺構なし、近世～近代の遺物あり。

78 H27.8.25 93 条 内藤 1-1 地支線 立会調査 H27.9.3 遺構・遺物なし。

79 H27.8.27 93 条 泉町 1-9-15 ガス 立会調査 ―

80 H27.8.31 93 条 南町 3-26-33 ガス 立会調査 H27.9.7 GL-100cm まで掘削。掘山内施工、地山は未検出。

81 H27.9.2 94 条 西恋ヶ窪 3-27- 集水ます 慎重工事 ― ―

82 H27.9.2 93 条 泉町 3-2 ガス 立会調査 ―

83 H27.9.7 93 条 南町 3-30-7 水道 慎重工事 ― ―

84 H27.9.7 94 条 南町 3-20 ～ 1-14 水道 慎重工事 ― ―

85 H27.9.15 93 条 西恋ヶ窪 1-2-18 ガス 緊急工事 ― 緊急工事。
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86 H27.9.18 93 条 西元町 2-11-7,8 宅地造成 立会調査

① H28.4.8 
② H28.4.12 
③ H28.4.18 
④ H28.4.25 
⑤ H28.5.27

①道路と同じ高さの面と、300cm 以上の上の面に 2
段ある。上下とも 300cm 以上掘削。下段：設計 GL-
150cm でⅢｂ層検出、厚さ 40cm、Ⅲｃ層 5cm、Ⅳ層
10cm、Ⅴａ層 35cm、Ⅴｂ層 20cm、Ⅵ層 40cm、Ⅶ層
15cm、Ⅷ層 30cm、Ⅸ層途中まで。②下段、壁面西
側に立ち上がりのみ確認。壁面東側、駐車場部分
の擁壁裏にも同様の落ち込み確認。③④状況確認。
⑤西側溝状落ち込み確認。上面幅約 230cm、深さ約
200cm。上層黒褐色土。細ローム粒を少量含む。し
まり弱い。下層茶褐色土。細ローム粒をやや少量
含む。しまり弱い。黒褐色土中から須恵器短頸壺
出土（第６図）。東側溝状落ち込みも西端は黒褐色
土の層と茶褐色土の層に分かれるが、工事中のた
め全容は確認できず。

87 H27.9.24 94 条 東元町 4-5-2
雨水浸透ます

設置
立会調査 H27.10.15

GL-70cm まで掘削。-40cm まで盛土、以下耕作土、
地山は未検出。

88 H27.9.24 93 条 東元町 3-889-81 個人住宅 立会調査 H27.12.18 写真受領。遺構・遺物なし。

89 H27.9.25 94 条 西恋ヶ窪 1-27-17
公共汚水ます

設置
立会調査 H27.10.26 GL-300cm まで掘削。掘山内施工、地山は未検出。

90 H27.9.28 93 条 内藤 1-1 水道 立会調査 H27.10.7
GL-80cm まで掘削。-40cm まで盛土、以下に地山を
確認。

91 H27.9.28 93 条 東元町 3-12- 個人住宅 立会調査 H27.11.19
基礎根切。GL-30cm までの掘削。盛土内施工、地山
は未検出。

92 H27.9.29 93 条 東元町 4-19 電気 立会調査
① H27.11.10 
② H28.8.23

①電柱建替。GL-300cm まで掘削。-10cm で地山を
確認。②‐300cm まで掘削、上部は路盤、以下ローム。

93 H27.10.2 93 条 西元町 2-1673-8 個人住宅 確認調査 H27.10.8

MK Ⅲ -713 次調査 
基礎根切。GL-30cm まで掘削。一部調査済である箇
所があり、竪穴住居が確認されている部分があっ
たが、今回は遺構面に達せず確認されなかった。
黒色土のみ、地山は未検出。遺物あり。

94 H27.10.5 93 条 本町 4-16- ガス 慎重工事 ― ―

95 H27.10.7 93 条 西恋ヶ窪 1-22 ～ 19 ガス 立会調査 H27.10.23 GL-90cmまで掘削。-30cmで地山を確認、多くは掘山。

96 H27.10.8 94 条 西元町 4-8-1
RC 建物基礎

撤去
確認調査

MK Ⅲ -720 次調査。 
平成 28 年度に確認調査を実施。

97 H27.10.9 93 条 南町 1-12-28 水道 立会調査 H27.10.15
本管接続部分は GL-140cm、それ以外は -85cm まで
掘削。掘山内施工、地山は未検出。

98 H27.10.13 93 条 本町 4-2864-52 個人住宅 立会調査 H27.11.13
基礎工事（柱状改良）。GL-400cm まで柱状改良、
-100cm で地山を確認、ガラが出る箇所もあり。

99 H27.10.13 93 条 西恋ヶ窪 3-18 ガス 立会調査 ―

100 H27.10.14 93 条 東元町 4-9 宅地造成 確認調査 MK Ⅱ -710 次調査

101 H27.10.15 93 条 本町 4-24-16 個人住宅 立会調査
① H27.11.27 
② H28.3.22

①基礎根切。GL-30cm まで掘削。すべて黒色土。 
②水道。表土内施工。

102 H27.10.19 93 条 東元町 4-13-21 解体工事 立会調査 H27.10.26 GL-40cm まで基礎撤去。掘山内施工、地山は未検出。

103 H27.10.19 93 条 東元町 4-13-21 集合住宅 立会調査 H27.12.3
地盤改良。GL-70cm でローム層、-375cm ～ -400cm
で礫層を検出。

104 H27.10.20 94 条
西元町 1-13 ～東元町
3-20 先

道路 立会調査 H28.3.3 盛土のみで掘削を行わず。

105 H27.10.21 93 条 本多 1-4-4 ガス 慎重工事 ― ―

106 H27.10.23 93 条 東元町 3-889-86 個人住宅 立会調査 H27.12.18 遺構・遺物なし。

107 H27.10.23 93 条 西元町 3-2 ガス 慎重工事 ― ―

108 H27.10.28 93 条 西元町 1-1-26 ガス 慎重工事 H27.10.29 GL-170cm まで掘削。掘山内施工、地山は未検出。

109 H27.10.30 93 条 西元町 2-4- 個人住宅 立会調査 H28.3.1
基礎根切。GL-35cm まで掘削。深い部分でローム混
じりの黒色土。

110 H27.11.2 93 条 西恋ヶ窪 3-12-13 集合住宅 立会調査 H27.11.18
基礎根切。斜面でGL-50cmまで掘削。低い方は地山、
高い方でも-10cmで地山、だいぶ削平されているが、
本来は -30cm で地山。

111 H27.11.2 93 条 西元町 2-1673-7 個人住宅 確認調査 MK Ⅲ -712 次調査

112 H27.11.4 93 条
東元町 4-1476-3、
1475-3、1477 の一部

個人住宅 立会調査 H28.1.20

基礎根切。GL は道路面から +60cm。GL-40cm まで掘
削。-20cmまでローム混じり、-40cmまで表土黒色土、
中央部に 1cm 程の黄色い砂利層、東側には -20cm
まで砂利、全体的にコンクリートガラが混じった
盛土、しまりのないローム混じる。もともと倉庫
があった場所。
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113 H27.11.5 93 条 西恋ヶ窪 3-15 ガス 立会調査 H27.12.14
GL-100cm まで掘削。西側は盛土内施工、東側は下
部の一部は耕作土、いずれも地山は未検出。

114 H27.11.5 94 条 東元町 1-28-22 水道 緊急工事 ― 緊急工事。

115 H27.11.6 93 条 西元町 2-1668-4 個人住宅 立会調査
① H27.11.24 
② H27.12.1

①鋼管杭打設。500cm の鋼管杭を GL-475cm まで打
設。-40cm まで盛土を確認、およそ -450cm で硬い
層に到達。②基礎根切。-30cmまで掘削。盛土内施工。

116 H27.11.6 93 条 南町 2-8-12 建物解体 立会調査
① H28.1.29 
② H28.2.10

① GL-350cm まで掘削。-100cm まで表土で、以下は
かなり締まったローム②状況確認。

117 H27.11.9 93 条 南町 1-12-28
個人住宅、ガス

水道等
立会調査 H28.1.15

GL-320cm まで掘削していた。-80cm まで黒色土と
ロームの混合、-200cm まで黒色土、以下ローム。

118 H27.11.10 93 条 東恋ヶ窪 1-280 ガス 立会調査
① H27.11.18 
② H27.12.15

①新設。GL-200cm まで掘削。-60cm で地山を確認、
掘山内施工。②新設。-80cmまで掘削。掘山内施工。

119 H27.11.12 93 条 西元町 2-1668-8 個人住宅 確認調査 MK Ⅲ -711 次調査

120 H27.11.18 94 条 東元町 4-5-1 浸透ます 立会調査 H27.11.19
GL-70cm まで掘削。-40cm まで盛土、以下耕作土、
地山は未検出。

121 H27.11.18 93 条 西恋ヶ窪 1-22-2（4 棟） 分譲住宅 立会調査
① H28.1.27 
② H28.1.28

①給排水部。GL-60cm まで掘削。-20cm にイネ科の
植物が混じり、その上が盛土。②給排水部。-80cm
まで掘削。底に近くなってからロームが混じる。

122 H27.11.20 93 条 本町 4-24-31(3 棟 )
建物解体、分譲

住宅
確認調査 H28.2.5

K57-25 次調査 
解体、GL-50cm まで基礎が入っていた。建物の周囲
は厚さ 30cm のコンクリートが敷かれていた。すべ
て表土で、西側の一部にだけコンクリートの下に、
ロームブロックが層状に堆積する場所がある。

123 H27.11.25 93 条 本町 4-9-3 集合住宅 立会調査 H28.7.4 GL-40cm まで掘削。すべて表土・黒色土。

124 H27.11.26 93 条 西恋ヶ窪 1-20-1 水道 立会調査 H28.1.14
GL-230cm まで掘削。北側では -70cm で地山を確認、
ほぼ盛土。

125 H27.11.30 93 条 西恋ヶ窪 1-22-23 分譲住宅 立会調査 H28.1.19 水道。GL-40cm まで掘削。地山は未検出。

126 H27.11.30 93 条 光町 1-3-6 個人住宅 立会調査
① H27.12.15 
② H28.1.4

①解体、西側擁壁撤去、GL-130cm まで撤去掘削。
地山は未検出、盛土内施工。②解体、基礎根切。
-30cm まで掘削、西側擁壁は -130cm まで掘削。地
山は未検出、盛土内施工。

127 H27.12.1 93 条 東元町 3-12- 水道 立会調査 H27.12.11 写真受領。遺構・遺物なし。

128 H27.12.1 93 条 南町 1-12- 水道 立会調査 H27.12.18
GL-100cm まで、道路の下水接続部は 200cm まで掘
削。道路下は 40cm まで砂利、以下は掘山（ローム
に黒色土が混じる）。宅地側、締まりのない黒色土。

129 H27.12.3 93 条 東元町 4-16-10 ガス 慎重工事 ― ―

130 H27.12.3 93 条 西元町 2-3 ガス 立会調査 H27.12.16

新設。道路側は GL-80cm まで掘削、全て掘山、宅
地側は -90cm 掘削、地山を確認。覆土は -20cm ま
ではロームの盛土、以下は全て表土、明治初年に
は通っていた溝の一部である可能性あり。

131 H27.12.3 93 条 東恋ヶ窪 1-280 ガス 慎重工事 ― ―

132 H27.12.3 93 条 南町 3-22-10 電気 立会調査 H27.12.14
電力供給管路新設。GL-100cm まで掘削。地山は未
検出、掘山内施工。

133 H27.12.7 93 条 本町 4-2864-47 個人住宅 立会調査 H28.1.27
基礎根切。北側でGL-40cmまで掘削。-10cmまでロー
ム混じるが、以下はなし。-40cm で「国分寺町商栄
会」と書かれた湯呑や破片出土。南側ガラ多い。

134 H27.12.8 93 条 南町 1-9- 個人住宅 立会調査
① H28.5.11 
② H28.5.16

①道路面から +140cm。+20 ～ 110cm まで暗色帯。 
②道路面から +200cm。+200cm まで第一黒色帯、
+160cm まで AT 層、+40 ～ 130cm まで BB Ⅱ。

135 H27.12.9 93 条 南町 1-12-28 ガス 立会調査 H28.6.14 写真受領。遺構・遺物なし。

136 H27.12.11 94 条 西恋ヶ窪 3-36 先 水道 立会調査
① H28.3.17 
② H28.3.18

① GL-160cm まで掘削。-50cm 以下の一部にロー
ム地山。②①と同じ。エックス山から離れると、
-40cm まで路盤、-80cm まで表土、それ以下はロー
ム地山。

137 H27.12.17 93 条 西恋ヶ窪 1-20-61 個人住宅 立会調査 H28.2.17
基礎根切。北西 GL-35cm、南‐50cm まで掘削。上
から 10cm が表土、次に 10cm 厚のローム (近世瓦・
現代の壁等混入 )、その下は黒色土。

138 H27.12.18 93 条 本町 4-21-7 ガス 立会調査 H28.2.22
撤去。GL-90cm まで掘削。-30cm まで路盤、道路中
央部に黒色土地山。

139 H27.12.21 93 条 泉町 1-9-7 ガス 立会調査 H27.12.22
GL-80cm まで掘削。道路側は -40cm まで路盤と砂、
-40cm 以深は黒色土 (ローム・砂が少量混じる )掘
山、宅地側はすべて黒色土掘山。

140 H27.12.22 93 条 南町 1-11-4 ガス 緊急工事 緊急工事 (12/3 ～ 4)、写真提供。遺構・遺物なし。

第８表　平成 27 年度　届出・通知および立会記録等一覧（５）
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№ 日付 条 申請地 申請工事内容 指示内容 立会実施日 立会記録・調査次数・備考

141 H28.1.4 93 条 本町 4-24-31 水道 立会調査 H28.3.4
GL-140cm まで掘削。-60 ～ 80cm でローム。宅内と
水道の上は掘山。掘上げ土にガラス瓶等混入あり。

142 H28.1.12 93 条 泉町 1-2458-23 個人住宅 立会調査 H28.4.12 基礎根切。GL-50cm まで掘削。盛土内施工。

143 H28.1.13 93 条 泉町 3-32-6 ガス 立会調査 ―

144 H28.1.14 93 条 東元町 4-9 宅地造成 発掘調査 MK Ⅱ -714 次調査（平成 27 年度概報掲載）

145 H28.1.15 93 条 西元町 2-1673-6 個人住宅 立会調査 H28.3.17 基礎根切。GL-35cm まで掘削。盛土内施工。

146 H28.1.15 93 条 本町 4-6- 先 電気 立会調査
① H28.1.27 
② H28.3.22

①建替の試掘。GL-150cm まで掘削。北は -30cm ま
で路盤、-90cm まで黒色土。南は -30cm まで路盤、
-70cm まで黒色土、以下ローム。このロームからプ
ルタプや碍子が出土。②ケーブル埋設。GL-150cm
まで掘削。掘山内施工。

147 H28.1.15 93 条 南町 2-285-38 個人住宅 慎重工事 ― ―

148 H28.1.18 93 条 西恋ヶ窪 1-29-5 ガス 立会調査 H28.2.8

新設。GL-90cm まで掘削。道路側では -20cm まで路
盤、以下は黒色土にロームが混じる。道路・宅地
の境目では黒色土の地山。宅内では-15cmまでロー
ムでガラが混じり硬い、以下は黒色土に少しロー
ムが混じる。

149 H28.1.18 93 条 内藤 1-1 ガス 慎重工事 ― ―

150 H28.1.21 93 条 南町 2-1-16 ガス 慎重工事 ― ―

151 H28.1.21 93 条 南町 3-26 ～ 29 ガス 立会調査 H28.2.5

GL-120cm まで掘削。既設管の底部はローム。側面
から判断すると -30cm まで路盤、-90cm まで黒色土、
以下ローム。それ以外は掘山で、黒色土にローム、
粘土、砂が混じる。全体にガラ多い。

152 H28.1.21 93 条 西元町 2-3 ガス 立会調査 H28.2.15 GL-80cm ほどで、IV 層を確認。ほぼ掘山内施工。

153 H28.1.22 93 条 南町 2-14-15 先 電気 立会調査 H28.7.26
写真受領。GL-25cm まで掘削。遺物なし。写真から
はローム混じり表土内施工。

154 H28.1.22 94 条 泉町 3-33-2 南側道路 水道 緊急工事
① H28.1.4 
② H28.1.6

①緊急工事。GL-100cm まで掘削。建物側は地山に
似る土と掘山、ほぼロームと黒色土の混合。中央
に近い所はロームでガラが混入。②緊急工事。都
道と市道の接続部・歩道を掘削、-110cm まで掘削。
ガス、共同溝の間で全て掘山、また漏れた水で泥
濘と化して土の種類は不明。直径 20cm の陶器製下
水管が掘山に混入。

155 H28.1.25 93 条 東元町 3-889-76 個人住宅 立会調査 H28.2.16

基礎根切。GL-30cm まで、北の深基礎部は -50cm ま
で掘削。ローム主体で黒色土が混じる。駐車場に
なっていた場所で、表土が取り除かれた後に、砂
利あり、ガラ少し混在、数 cm でロームに達する。

156 H28.1.26 93 条 東元町 4-18-18 電気 慎重工事 ― ―

157 H28.1.26 93 条 泉町 1-19-8 ガス 立会調査 H28.2.2
新設。GL-120cm まで掘削。道路側はすべて掘山で、
ロームではない黄色い土。宅地内はローム混じり
の黒色土。

158 H28.1.28 93 条 本町 4-9-11 水道 立会調査 H28.2.10

新設。GL-90cm まで掘削。-30cm までは路盤、以下
は地山のようなロームが残る場所や、砂・埋土の
部分あり。宅地内は -80cm まで掘削、-50cm まで
表土、以下はロームの地山、川原石が数個混じる。
宅地は南側の家より +30cm、ガラが混じる。

159 H28.1.28 93 条 南町 2-284-17 集合住宅 立会調査
① H28.4.13 
② H28.4.21

①宅地の山側 1/3 が地山、道路側 2/3 が盛土。②
鋼管杭打設。杭長は 500cm。中央部と西の角を立会
い。杭は差し込みだったため、深部の土は未確認。
杭の先端は礫層に届いた模様。

160 H28 .2.4 93 条 東元町 3-23-11 解体工事 立会調査 H28.3.8

西側隣地との差 +90cm、東側道路との差 +40cm、西
南側の表土はローム混じり、西北に行くにつれ減
少、東側は砂が混じる。作業中に土留めに使われ
ていた川原石がガラと混入した可能性があり。

161 H28.2.5 93 条 本町 4-24-16 ガス 慎重工事 ― ―

162 H28.2.8 94 条 西元町 1-13-10
歴史的建造物の
保存修理工事

確認調査 MK Ⅰ -715 次調査

163 H28.2.9 93 条 西恋ヶ窪 1-23-8 ガス 立会調査 口頭で確認。遺物なし。

164 H28.2.10 93 条 西元町 2-11-41 ガス 立会調査 H28.2.29
新設。GL-160cm まで掘削。南側は -60cm に石があ
るが、すべて道路用砕石・砂。北側は -100cm 以下
は酸化したローム。地山にガス管がのる。

165 H28.2.10 94 条 南町 3-1-35 先 水道 緊急工事 H27.12.28
緊急工事。道路中央部で GL-150cm、宅地側で
-80cm まで掘削。道路の配管周りは砂、宅地側は地
山黒色土。

第９表　平成 27 年度　届出・通知および立会記録等一覧（６）
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№ 日付 条 申請地 申請工事内容 指示内容 立会実施日 立会記録・調査次数・備考

166 H28.2.10 94 条 南町 1-11 ～ 24 水道 緊急工事 H28.1.21
緊急工事。GL-85cm まで掘削。-5cm まで路盤、
-20cm まで砂利、-30cm までローム、-40cm まで川
原石、-85cm まで明るいローム。

167 H28.2.12 94 条
西元町 1-1572-1、
2450-5

公園整備 立会調査
① H28.3.15 
② H28.3.18

①柵基礎掘削位置を確認。防空壕の上を避け、一
番近い杭のみ長さ 50cm の物を使用してもらう。②
ゲート設置、40cm 程度の基礎部材を取り除いたと
ころを確認したが、すべて表土。

168 H28.2.15 93 条 西元町 2-9-35 ガス 慎重工事 ― ―

169 H28.2.25 93 条 本町 4-9-11 個人住宅 立会調査 H28.6.16
写真受領。GL-25cm まで掘削。遺物は出なかった。
写真からは表土中施行と思われる。

170 H28.3.1 93 条 東元町 4-9 ほか 分譲住宅 立会調査 H28.5.16
基礎根切、1～ 3号棟。GL-30cm まで掘削。すべて
盛土。隣地の南側の畑に比べて 20cm 高く、遺構面
に達しないことを確認。

171 H28.3.1 93 条 西元町 2-3-11(2 棟 ) ガス 立会調査 H28.3.14

①東側アパート。GL-30cm まで掘削。ほぼ掘山内施
工。②西側アパート。-90cm まで掘削。宅地内は
-30cm 黒色土の掘山と地山、-70cm 以下はローム地
山。道路は -110cm まで掘削、-30cm 以下にローム
を部分的に確認。

172 H28.3.1 93 条 西元町 2-3-11 ガス 立会調査 H29.3.1
口頭で確認。1月末に工事を実施。深さ 20cm まで
掘削。

173 H28.3.2 93 条 西恋ヶ窪 3-18 先 ガス 立会調査 H28.3.17
GL-140cm まで掘削。-40cm 以下にローム地山、特
に宅地側はよく残る。

174 H28.3.3 93 条 西元町 2-4-(C) 個人住宅 立会調査 H28.4.5 水道部分。GL-50cm まで掘削。盛土内施工。

175 H28.3.7 93 条 本町 1-324-91 集合住宅 確認調査
K29-4 次調査。 
平成 28 年度に確認調査を実施。

176 H28.3.7 93 条 東元町 3-12- ガス 立会調査 H28.3.17
GL-120cm まで掘削。-70cm ほどで、IV 層を確認。
既設管の掘山内施工。

177 H28.3.8 93 条 光町 2-9-7,-18 個人住宅 立会調査 H28.4.13
基礎根切。既に基礎コンクリートが流しこまれて
いたため、確認できなかったが、盛土内施工と見
られる。設計では -50cm まで掘削。

178 H28.3.8 93 条 東恋ヶ窪 1-280

ガス、水道、電
気、樹木移植、
オイルタンク撤

去

立会調査
① H28.3.8 
② H28.3.11

①研究棟周辺、インフラ共同溝。北側工事は、GL-
100cm から -30cm まで掘削。研究棟近くにはローム
が混じる、陶器製下水管破片もある。南側工事で
は -70 ～ 10cm、上に 10cm 程度のローム混じりの
土がのる。②植木伐採跡で、ローム地山が見える。
北の配管部は -100cm まで掘削、-90cm 以下はロー
ム。掘削は -70 ～ 50cm に収まる。

179 H28.3.9 93 条 泉町 1-2386-118 個人住宅 立会調査 H28.5.23
基礎根切。道路が東側に向かって下がっており、
土地との差が +80 ～ 110cm ある。道路から 100cm
幅を掘削しているが、全てローム混じり表土。

180 H28.3.9 93 条 東元町 4-13 ガス 慎重工事 ― ―

181 H28.3.9 93 条 本町 4-2864-44 個人住宅 立会調査
① H28.6.6 
② H28.6.8

①鋼管杭打設。900cm の杭を打設。GL-30cm まで（見
える範囲）ガラ混じりの表土、900cm で礫層に到達
の模様。②基礎根切。-40cm まで掘削、東側は表土
が残るが、西側はない。全体的にガラが多く、表
土の上にロームが盛られている場所あり。

182 H28.3.9 93 条 東元町 4-9 ～ 11 ガス 立会調査 H28.3.22
GL-100cm まで掘削。-10cm まで路盤、-30cm まで表
土、-70cm 以下はローム。中世の大溝の推定延長上
附近であったが、本地点では未検出。

183 H28.3.14 93 条 南町 2-1-27 ガス 立会調査 H28.10.26 GL-120cm まで掘削。砂を主体とする掘山。

184 H28.3.15 93 条 東元町 3-20 電気 立会調査 H28.4.6 写真受領。遺構・遺物なし。

185 H28.3.14 93 条 東元町 4-9 水道 立会調査
① H28.3.15 
② H28.3.16 
③ H28.3.22

① (1) 東側上水道。GL-160cm まで掘削、-70 ～
80cm 以下で地山のローム確認。(2) 西側上水道。
-160cm まで掘削、ロームは同様。②西側下水道。
道路北端で -300cm まで掘削、上部の土に乱れ無く
地山と判断。南側は最終枡取りつき部分を -120cm
まで掘削。-40cm ほどでⅢ b層を確認。③下水本管
接続部は-350cmまで、それ以外は-100cmまで掘削。
-30cm まで路盤、70cm まで表土以下ローム。下水
自体は推進管らしく表土が残る。

186 H28.3.23 93 条 南町 2-8 ～ 3 ガス 立会調査 工事中止。

187 H28.3.23 93 条 本町 4-24 ガス 立会調査 H28.5.23

撤去、新設。宅内ではGL-80cmまで掘削、すべてロー
ム混じり表土。道路は -90cm まで掘削、掘山。一
番南の工事の東側の一部に掘られていない表土が
残る。一番北の工事ではすべて掘山。

188 H28.3.24 93 条 本町 4-24-16 ガス 立会調査 H28.4.1
GL-50cm まで掘削。すべて砂、表土、ロームが混じ
る掘山。

第 10 表　平成 27 年度　届出・通知および立会記録等一覧（７）
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第 11 表　平成 27 年度　届出・通知および立会記録等一覧（８）

第 12 表　平成 27 年度　その他の立会記録一覧

①国分寺市文化財の保存と活用に関する条例に基づき、埋蔵文化財包蔵地外で御協力をいただいて実施した立会

②平成 26 年度の届出に対する立会

№ 申請地
申請工事内

容
立会原因 立会実施日 立会記録・調査次数・備考

194 東元町 2-828-7
武蔵国分寺跡（№
19）近接

H27.4.20
敷地の東側のみを掘削。GL-120cmまで掘削。-50cmで旧建物コンクリー
トガラが出てロームに至る。江戸期以来の屋敷地内と推定される。

195 西恋ヶ窪 2-18-40 個人住宅 № 37 遺跡近接 H27.7.4 基礎根切。GL-50cm まで掘削。旧建物掘山内施工。

196 西恋ヶ窪 2-18-40 設備工事 № 37 遺跡近接 H27.7.13 GL-100cm まで掘削。-60cm で地山。

197
西恋ヶ窪 1-36-22、
-35

建物解体
中世の恋ヶ窪村
にあたる可能性

H27.7.22

GL-200cm まで基礎コンクリートで掘削されており、その下で層位不明
のローム層を確認。昭和 48 年に竣工した旧建物建設時には立会、遺跡
の確認は行っていない模様。新規の建物基礎は -240cm あるが、表土中
に遺物はない。想定された中世の遺構・遺物は、旧表土の削平により
消失した可能性あり。近隣での開発の際は、注視のする必要あり。

198 西恋ヶ窪１-7-43 個人住宅
東山道武蔵路（№
58）近接

H27.8.31
個人住宅 4棟の基礎根切。GL-50cm まで掘削。旧建物の攪乱あり、地
山は確認せず、盛土内施工。

199 東恋ヶ窪 4-22-5 共同住宅
東山道武蔵路（№
58）近接

H27.11.30
GL-80cm まで掘削。ほぼ全面盛土。ごく一部で -60cm で地山（Ⅲｂ下層）
残存、硬質面無し。

200 東恋ヶ窪 6-7-32
東山道武蔵路（№
58）近接

H28.1.7 GL-70cm まで掘削。ほぼ盛土。ごく一部の -50cm で地山が残存。

201 東恋ヶ窪 4-22-6
病院兼住宅

建設
東山道武蔵路と
推定

① H28.4.27 
② H28.5.12

①北西隅の深基礎部分の隙間から壁の観察。GL-100 ｃｍまで盛土・表
土。その下Ⅴ層に落ち込みが検出。溝の下部の可能性もあるが判断し
難い。300 ㎝南の壁では落ち込み検出せず。②解体した建物の構造物
が最大 GL-250cm まで及んでいた状況を写真で確認。新規建築の範囲内
に遺構が残っている可能性はないと判断。

202 本町 2-19-17 共同住宅 №６遺跡近接 H28.6.17
水道部分。GL-90cm まで掘削。表土・盛土で、地山を確認せず。現地は、
道路を挟んだ東側の包蔵地（No.8）よりやや低い土地となっている。

№ 申請地 申請工事内容 立会実施日 立会記録・調査次数・備考

平成
26 年度
年報
No.161

東恋ヶ窪1-280 ( 水道 )

① H28.4.6 
② H28.4.12 
③ H28.4.13 
④ H28.4.14 
⑤ 28.10.18

K5-8 次調査案件に付随する設備工事に伴う立会
①新設。GL-220cm まで掘削。歩道中央にガス管がありその周囲は掘山、-90cm 以下はロー
ム。②新設。GL-150cm まで掘削。歩道内では -70cm 以下、北側道路では -50cm 以下でや
らわかいローム。③新設。敷地内は -100cm、歩道は -90cm、車道は -120cm まで掘削。敷
地内は -50cm 以下、車道は -60cm 以下でローム。歩道や既設管周辺は掘山。④新設。道
路では -150cm まで掘削。-50cm 以下がローム、歩道は管下にローム。道路にはロームに
40cm 程度まで砕石が入り込んでいる部分がある。⑤新設。-250cm まで掘削。

№ 日付 条 申請地 申請工事内容 指示内容 立会実施日 立会記録・調査次数・備考

189 H28.3.24 93 条 西恋ヶ窪 1-20 ガス 立会調査 H28.4.12
新設。道路側では GL-120cm まで、宅地内は -100cm
まで掘削。-60cm 以下でロームを確認。宅地側は地
山のロームが残る。

190 H28.3.24 93 条 南町 1-11-4 ガス 立会調査 H28.4.11

撤去、新設。新設部分、宅地側で GL-80cm、道路中
央部で -130cm まで掘削。宅地側ではロームが残る
が、道路側は掘山、両者を推進で接続。撤去部分、
-110cm まで掘削。掘山内施工。

191 H28.3.25 93 条 泉町 1-10 先 水道 立会調査
① H28.5.2 
② H28.5.9

①南側工事。GL-180cm まで掘削。-40cm まで路盤、
東側は幅 40cm までは未掘削の黒色土、西側はロー
ムに黒色土が混じる掘山。②北側工事。GL-100cm
まで掘削。-50cm まで路盤、以下表土。

192 H28.3.28 93 条 東元町 4-1690-1,3 分譲住宅 立会調査 H28.5.11 GL-40cm まで掘削。すべて表土。

193 H28.3.28 93 条 西恋ヶ窪 3-13-16 分譲住宅 立会調査
① H28.8.2 
② H28.8.3

①最終ますは GL-100cm まで掘削。-15cm まで黒色
土の混じるローム。以下は明るいローム。道路は
中央部に向かってガス、水道、下水道が入るため、
掘山。表土はほぼない。②宅地側 -20cm までは地
山が残っている。道路は砕石・ローム系土による
掘山。地山は -30cm までは茶色の混じるローム、
以下は明るいローム。

第１章　埋蔵文化財行政のあらまし
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第３図　№１　立会状況 第４図　№ 55　立会状況

第６図　№ 86　立会・須恵器短頸壺出土状況

第９図　№ 154　立会状況

第７図　№ 116　立会状況

第 10 図　№ 167　立会状況

第５図　№ 59　立会状況

第８図　№ 145　立会状況
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第２章　平成 27 年度に実施した発掘調査

第１節　遺跡の概要

　平成 27 年度に実施した個人住宅建設に伴う発掘調査および個人住宅・民間開発事業等に伴う確認調

査は、武蔵国分寺跡（№ 10・19 遺跡）５地区、恋ヶ窪遺跡（№２遺跡）３地区、恋ヶ窪東遺跡（№

57）２地区の計９カ所である（付録除く）。調査を実施した各遺跡の概要は次の通りである。

武蔵国分寺跡（№ 10・19 遺跡）

　武蔵国分寺は、天平 13 年（741）に聖武天皇により発布された国分寺建立の詔で、全国 60 余国に設

置された国分寺の一つである。古代の官道である東山道武蔵路を挟んで東に僧寺、西に尼寺が配置され、

遺跡の範囲は東西約 1.5km、南北は国分寺崖線を挟んで約１km に及ぶ。遺跡は現在の西元町１～４丁目、

東元町３・４丁目、泉町１・２丁目、西恋ヶ窪１丁目に所在する。

　僧寺は「寺院地」・「伽藍地」・「中枢部」の三重に、尼寺は「伽藍地」・「中枢部」の二重に区画され、

その周囲の寺院に関連する遺跡を含めて「寺地」と称している。前者が№ 10 遺跡、後者が№ 19 遺跡に

該当し、寺院跡のほか、東山道武蔵路、推定鎌倉街道などの道路跡が確認されている。

恋ヶ窪遺跡（№２遺跡）

　恋ヶ窪遺跡は、西恋ヶ窪１丁目、東恋ヶ窪１・３丁目に所在する。野川の源泉を見下ろす武蔵野台地

上に立地する縄文時代中期を中心とした集落跡で、北側を除く三方向を野川の開析谷に囲まれた舌状台

地南西縁に広がっている。

　恋ヶ窪遺跡の中央やや西側の位置には、遺跡内を南北方向に縦走する東山道武蔵路（№ 58）があり、

恋ヶ窪遺跡の東側には羽根沢遺跡（№５）、さらに東には恋ヶ窪東遺跡（№ 57）がある。恋ヶ窪谷を挟

んだ南側の台地には、恋ヶ窪南遺跡（№３）、日影山遺跡（№９）、そして武蔵国分寺跡（№ 10・19）

の各遺跡がある。

恋ヶ窪東遺跡（№ 57 遺跡）

　恋ヶ窪東遺跡は、本町四丁目４～ 11・14 ～ 25、東恋ヶ窪一丁目・二丁目１・２付近に所在する旧石

器時代・縄文時代の集落跡である。遺跡は武蔵野段丘面に位置し、西側にはさんや谷と呼ばれる開析谷

（比高差 12 ｍ）が南北に延び、谷を挟んだ西側には同じく旧石器時代・縄文時代の集落跡が確認されて

いる羽根沢遺跡（遺跡№５）がある。また、遺跡の南側は花沢西遺跡に隣接する。

第２章第１節　遺跡の概要　　　
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第２章第１節　遺跡の概要　　　

武蔵野面

立川面

湧水源（埋没・枯渇を含む）
確認された建物
未確認の建物（推定）

第 11 図　武蔵国分寺跡伽藍配置模式図

第 12 図　恋ヶ窪遺跡・恋ヶ窪東遺跡・武蔵国分寺跡周辺の地形概略図
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10

18

武蔵国分寺跡
（№19）
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0 200ｍ

国分寺市内の開析谷と遺跡

　国分寺市内には古多摩川の水流が

武蔵野台地を横から削りとって形成

した河岸段丘である国分寺崖線のほ

かに、「恋ヶ窪谷」、「さんや谷」、「殿ヶ

谷戸谷」、「本多谷」と呼ばれる高低

差が 10 ｍにもおよぶいくつかの深

い谷（開析谷）がある。

　これらの谷は武蔵野ローム形成時

に周辺の流水を集めて、上面に窪み

をつくっていた水流がしだいに谷を

開析し、その後の立川ローム形成時

にも継続して開析が進んだことに

よって形成されたものである。この

ような谷や国分寺崖線上の台地縁周

辺では旧石器時代の遺物や縄文時代

の集落などが多く確認されており、

恋ヶ窪遺跡（№２）、羽根沢遺跡（№

５）、恋ヶ窪東遺跡（№ 57）、花沢

西遺跡（№８）などはその代表的な

遺跡としてあげられる。
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　　　第２章第１節　遺跡の概要

第 13 図　調査地点位置図
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No. No. No.名　　称 名　　称 名　　称

国分寺市遺跡（埋蔵文化財包蔵地）一覧

熊ノ郷遺跡

恋ヶ窪遺跡

恋ヶ窪南遺跡

羽根沢遺跡

ーーー

多摩蘭坂遺跡

花沢西遺跡

日影山遺跡

武蔵国分寺跡(僧尼寺)

多喜窪遺跡

伝祥應寺跡

多喜窪横穴墓群１号２号

八幡前遺跡

武蔵国分寺跡

殿ヶ谷戸北遺跡

殿ヶ谷戸遺跡

恋ヶ窪廃寺跡

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

本町(国分寺村石器時代)遺跡

ーーー

ーーー

長谷戸遺跡

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

内藤新田横穴墓

ーーー

東京経済大学校内遺跡

花沢東遺跡

光町遺跡

ーーー

恋ヶ窪東遺跡

東山道武蔵路

種　別 種　別 種　別時　代 時　代 時　代

旧石器・縄文集落跡

集落跡

集落跡 旧石器・縄文

旧石器・縄文 寺院跡 縄文・古代

集落跡 旧石器・縄文 散布地 縄文・古代

集落跡 縄文 散布地 縄文・古代

散布地 縄文 散布地 縄文・古代

集落跡
旧石器・縄文
古代 散布地 縄文・古代

集落跡 旧石器・縄文 散布地 縄文

集落跡 旧石器・縄文 集落跡 旧石器・縄文
古代

寺院跡 古代 散布地
旧石器・縄文
古代

集落跡 縄文 散布地 縄文・古代

寺院跡 中世 散布地 縄文

ーーー 塚 中世 散布地 縄文

横穴墓 古代 散布地 縄文・古代

集落跡 縄文 散布地 縄文

集落跡
道路跡

旧石器・縄文
古代・中近世 散布地 縄文

集落跡 旧石器・縄文 散布地
旧石器・縄文
古代

散布地 縄文・古代

散布地 縄文・古代

散布地 縄文・古代

散布地 古代
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散布地 縄文

集落跡 旧石器・縄文
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散布地 旧石器

集落跡 縄文

道路跡 古代

凡　　　例

名称が異なり重複する遺跡

遺跡（埋蔵文化財包蔵地）

横 穴 墓 郡
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八幡前遺跡

武蔵国分寺跡

殿ヶ谷戸北遺跡

殿ヶ谷戸遺跡

恋ヶ窪廃寺跡

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

本町(国分寺村石器時代)遺跡

ーーー

ーーー

長谷戸遺跡

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

内藤新田横穴墓

ーーー

東京経済大学校内遺跡

花沢東遺跡

光町遺跡

ーーー

恋ヶ窪東遺跡

東山道武蔵路

種　別 種　別 種　別時　代 時　代 時　代

旧石器・縄文集落跡
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ーーー 塚 中世 散布地 縄文

横穴墓 古代 散布地 縄文・古代
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旧石器・縄文
古代

散布地 縄文・古代

散布地 縄文・古代

散布地 縄文・古代

散布地 古代

散布地 古代

散布地 縄文・古代

散布地 縄文

散布地 古代

横穴墓 古代

散布地 旧石器

散布地 縄文

集落跡 旧石器・縄文
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第２節　調査の概要

（１）武蔵国分寺跡第 708 次調査　

第 14 図　ＭＫⅠ－ 708　調査地位置図

【調査の目的と経緯】本調査は、平成 27 年３月 20 日付国教教ふ収第 916 号文化財保護法（以下、法と

称する）第 93 条第１項届出に基づき、国分寺市教育委員会（以下、市教委と称する）が主体となり国

分寺市遺跡調査会（以下、調査会と称する）に委託して行ったものである。調査区は、国分寺市東元町

三丁目 1376 番１外に所在し、武蔵国分寺跡（遺跡№ 19）に該当する。当該地は、縄文時代の土坑・住居、

奈良・平安時代の土坑・住居等が存在することが予測され、建物基礎工事及び雨水浸透マス等によって

遺構が破壊される可能性のある範囲について、より詳しく埋蔵文化財の有無・内容・性格等を把握する

目的で、トレンチを設定して確認調査を行った。調査面積は 21.9 ㎡である。現地調査は平成 27 年４月

20 日から同年５月１日（実働９日）まで実施した。

【調査結果】調査区内は、地表より約 100 ㎝の深さまで基本層序Ⅰ層（表土・耕作土）に覆われていた。

その下層の奈良・平安時代の遺構確認面のⅢｂ層、及び縄文時代の遺構確認面となるⅢｃ層、さらにⅣ

層の上面まで掘下げて確認したが、遺構は検出されなかった。

　ただし、Ｃトレンチの西側で水が流れた水路のような痕跡が認められた点は注目される。この水路の

ような掘り込みの中に堆積していた土は、全体的に水分を多く含み、水漬きにより酸化した痕跡も多く

みられる暗褐色土であることから、かつての水路の覆土であると想定された。

　現在、敷地の北側を西から東へ元町用水（野川）が流れており、明治期の地図などによれば、調査地

周辺は畑であったことから、水を引き込むために用水から分岐する水路を掘削したと考えらる。

　この水路状掘り込みの時期は不明であるが、調査区より寛永通宝（番号１、以下「番号」省略）が出

土していることから、近世以降の構築と推察される。なお、水路状遺構は、遺構番号を付さずに状況の

記録に留めている。

　このほか、調査区内の遺物包含層からは奈良・平安時代の須恵器と瓦の破片、縄文時代の打製石斧の

一部が出土しているが図化し得なかった。

0 100ｍ〔S=1/3000〕

所 在 地  東元町三丁目 1376 番１外

調査原因  集合住宅建設 調査種別 確認調査

調査費用  国庫補助等 調査体制 委託

調査期間  平成 27 年４月 20 日～５月１日

調査面積  21.9 ㎡ 遺物箱数  １箱

検出遺構  なし

主な遺物  須恵器・瓦・銭・縄文時代石器

　　　第２章第２節　調査の概要
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第 15 図　ＭＫⅠ－ 708　調査区全体図

（１）武蔵国分寺跡第 708 次調査　　　
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１．10YR3/3　暗褐色土　　    粘性あり、しまり強い。ローム粒やや多量、赤色スコリア少量含む。
２．10YR3/2　黒褐色土　　    粘性あり、しまりなし。ローム粒多量、赤色スコリア・炭化物微量含む。
３．10R3/2  　暗赤褐色土　　粘性あり、しまりややなし。ローム粒・赤色スコリア・酸化鉄分多量含む。   
４．10YR2/3　黒褐色土　　    粘性あり、しなりなし。ローム粒・赤色スコリアやや多量、砂地層少量含む。 
５．10YR2/1　黒褐色土　　    粘性あり、しまりなし。黒色土多量、ローム粒・赤色スコリア微量、 砂地層多量含む。 
６．10YR4/2　灰黄褐色土　    粘性あり、しまりなし。ローム粒・赤色スコリア・砂地層多量含む。
７．10YR3/1　黒褐色土　　    粘性あり、しまりややなし。ローム粒・赤色スコリアやや多量含む。  
８．10YR4/2　灰黄褐色土　    粘性あり、しまりあり。砂地層。ローム粒・赤色スコリア多量、白色粘土・ローム粒少量含む。

水路状の掘り込み

第 16 図　ＭＫⅠ－ 708　土層柱状図・断面図

第 17 図　Ａトレンチ全景（西から） 第 18 図　Ｂトレンチ全景（東から）

　　　第２章第２節　調査の概要



‐34‐ ‐35‐

0 5㎝〔S=2/3〕

（MA)

１

708-MA01

１

708-MA01

ＭＫⅠ－ 708 　　　　　　歴史時代　　銭　貨

番号 
 

遺物番号

出土 
位置

銭名
時代 

初鋳年
外径 
(mm)

内径 
(mm)

銭厚 
(mm)

重量 
(g)

残存率 備考

１ 
 

MA01
表土 寛永通寶

享保期
（1716 頃）

24.0 6.0 0.9 2.3 完形 新寛永

第 23 図　ＭＫⅠ－ 708　出土遺物拓本・写真

第 13 表　ＭＫⅠ－ 708　遺物観察表

第 19 図　Ｂトレンチ　南壁土層断面（北から）

第 21 図　Ｃトレンチ全景（西から）

第 20 図　Ｃトレンチ　南壁土層断面（北から）

第 22 図　Ｃトレンチ　北壁土層断面（南から）

（１）武蔵国分寺跡第 708 次調査　　　
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（２）武蔵国分寺跡第 710 次調査　

第 24 図　ＭＫⅡ－ 710　調査地位置図

【調査の目的と経緯】本調査は平成27年 10月 14日付国教教ふ収第661号法第93条第１項届出に基づき、

市教委が主体となり調査会に委託して行った。

　調査区は、東元町四丁目９番に所在し、武蔵国分寺跡（遺跡№ 19）に該当する。当該地は、周辺の

発掘調査によって、奈良・平安時代の竪穴住居や縄文時代の集石が確認されている場所のため、本工事

で予定されている排水管工事、雨水トレンチ設置工事等によって遺構が破壊される可能性がある範囲に

ついて、より詳しく埋蔵文化財の内容・性格等を把握するために、トレンチを６カ所設定して確認調査

を実施した。調査面積は 78.17 ㎡である。現地調査は平成 27 年 11 月２日から同年 11 月 24 日（実働

15 日）まで実施した。

【調査結果】調査区内は、地表より約 30 ～ 50 ㎝の深さまで、表土（耕作土含む）に覆われており、そ

の下層から奈良・平安時代の遺構確認面である基本層序Ⅲｂ層の底層、あるいは縄文時代の遺構確認面

であるⅢｃ層が検出された。また、当該地は最近まで植木畑として利用されていたため、随所に撹乱が

確認された。

　現地は、調査以前より、奈良・平安時代の土器や瓦が表採できる状況であったため、遺構が密に検出

されると想定されたが、表土直下でⅢｂもしくはⅢｃ層が検出されたことから、当該地は耕作や客土等

による掘削を大きく受け、すでに奈良・平安時代の遺構が削平されている状態であった。このため、各

トレンチとも奈良・平安時代の遺構は確認出来なかった。

　次にⅢｃ層で縄文時代の遺構を確認したところ、Ｂトレンチで SK3455J 土坑が検出された。また、敷

地の東側に設定したＢ東トレンチ・Ｄ東トレンチでは、SD435 溝が検出された。

SK3455J土坑（第27図）　Ｂ西トレンチの中央付近で検出された。形態は楕円形を呈し、規模は長径約1.3

ｍ、短径約 0.6 ｍ、深さは約 1.0 ｍである。底部には、逆茂木（穴に落ちた獲物を刺す、先の尖った杭）

痕のようなものは確認できなかったが、規模や大きさから縄文時代の落とし穴と想定される。

SD435溝（第26図）　Ｂ東トレンチ・Ｄ東トレンチで検出された南北方向に走る大規模な溝である。溝は、

想定で上端 5.0 ｍ以上、深さは地表面より約 2.3 ｍの規模である。

0 100ｍ〔S=1/3000〕

所 在 地  東元町四丁目９番

調査原因  土地造成 調査種別 確認調査

調査費用  国庫補助等 調査体制 委託

調査期間  平成 27 年 11 月２日～ 11 月 24 日

調査面積  78.17 ㎡ 遺物箱数  １箱

検出遺構  SD435、SK3455J

主な遺物
 土師器・須恵器・土師質土器・瓦・

 灰釉陶器・近世陶磁器

　　　第２章第２節　調査の概要
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　断面形状は、約 90 度のⅤ字型で、両肩の部分は外反してラッパ状に開く形態である。溝の底部は、

幅約 60 ㎝の平らな面があり、底部は水漬きの痕跡が見られた。

　溝の覆土からは、奈良・平安時代の土器や瓦が多く出土していることから、溝を掘削する際に古代の

遺構が壊されたことが想定される。溝が掘られた年代については、平安時代以降であることは確実であ

るが、本調査においては時代を判断するだけの材料はなかった。しかし、調査区の南側延長上、東八道

路を挟んで南側の府中市栄町二丁目で、今回検出された溝の延長と想定される遺構が確認されており、

年代を中世と想定していることから、本調査区の溝も同様の年代である可能性が高い。

　遺物は、表土や溝の覆土から歴史時代の土器（１・４～７）・瓦（８）、縄文時代の土器が出土している。

調査範囲（Ａトレンチ）

隣地

隣地

隣地

道路境界線

隣地境界線
隣地境界線

調査範囲（Ｂ西トレンチ）

調査範囲（Ｃトレンチ）

調査範囲
（Ｂ東トレンチ）

調査範囲
（Ｄ東トレンチ）

調査範囲（Ｄ西トレンチ）

SD435

SK3455J

市道南１号線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

ＣＡ
（S120）

ＢＳ
（S114）

ＢＱ
（S108）

ＣＥ
（S132）

ＣＣ
（S126）

ＣＫ
（S150）

ＣＩ
（S144）

ＣＧ
（S138）

160 162 164 166 168
（E480） （E486） （E492） （E498） （E504）

0 10ｍ〔S=1/300〕

第 25 図　ＭＫⅡ－ 710　調査区全体図

（２）武蔵国分寺跡第 710 次調査　　　
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SD435

168 169167
（E504） （E507）（E501）

ＣＪ

（S147）

Ｄ東トレンチ　SD435　平面図

0 2ｍ〔S=1/60〕

Ｗ

62.000

Ｅ
Ⅰb（耕作土）

Ⅲc

Ⅳ

Ⅴ Ⅴ

1

2

3

4

6
6

階段

5

１．10YR4/4    褐色土　　  　粘性ややなし、しまりなし。ローム粒多量、赤色スコリア・ロームブロック少量、耕作土混入。
２．10YR3/3　暗褐色土　　  粘性ややあり、しまりなし。ローム粒・赤色スコリア多量含む。
３．10YR3/2　黒褐色土　　  粘性ややあり、しまりややあり。ローム粒・赤色スコリアやや多量含む。
４．10YR3/4　暗褐色土　　  粘性あり、しまりなし。ローム粒多量・ロームブロック少量含む。
５．10YR4/6　褐色土　　  　粘性あり、しまり良い。ローム粒多量、黒色スコリア・酸化鉄・砂地層少量含む。 
６．10YR3/4　暗褐色土　　  粘性あり、しまりなし。ローム粒・ソフトロームブロック多量、黒色土少量、赤スコリア微量含む。

0 2ｍ〔S=1/40〕

SD435　土層断面図（Ｂ東トレンチ）

SD435

ＣＤ

（S129）

168 169167
（E504） （E507）（E501）

0 2ｍ〔S=1/60〕

Ｂ東トレンチ　SD435　平面図

第 26 図　SD435　平面・断面図

　　　第２章第２節　調査の概要
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Ｅ

62.000

Ｗ

1

2

33

4

5

6

7

SK3455J

１．10YR3/2    黒褐色土　　  粘性あり、しまりややなし。ローム粒・赤色スコリア含む。
２．10YR3/3　暗褐色土　　  粘性あり、しまりややなし。ローム粒・赤色スコリア多量、
　　　　　　　　　　　　   炭化物微量含む。
３．10YR3/4　暗褐色土　　  粘性あり、しまりややなし。ローム粒・赤色スコリア少量、
　　　　　　　　　　　　   ロームブロックやや多量含む。   
４．10YR3/3　暗褐色土　　  粘性あり、しまりやや良い。ローム粒・赤色スコリア少量、
　　　　　　　　　　　　   炭化物微量、Ⅲcブロックやや多量、ロームブロック少量
　　　　　　　　　　　　   含む。 
５．10YR3/4　暗褐色土　　  粘性あり、しまり良い。ローム粒・赤色スコリア微量。 
　　　　　　　　　　　　   Ⅲcブロック、ローム ブロック多量含む。 
６．10YR3/3　暗褐色土　　  粘性あり、しまり良い。ローム粒・赤色スコリア微量、 
　　　　　　　　　　　　   ローム ブロック多量含む。
７．10YR5/6　黄褐色土　　  粘性あり、しまりややなし。ロームブロック多量含む。  

164
（E492） （E493） （E494）

165
（E495）

ＣＤ
（S129）

（S128）

（S127）

0 1ｍ〔S=1/40〕

0 1ｍ〔S=1/40〕

SK3455J　土層断面図（北から）

SK3455J　完掘平面図

Ｓ

62.000

Ｎ

Ⅰ

Ⅲb
Ⅲc

Ⅳ

Ⅴa

Ⅴb

0 1ｍ〔S=1/40〕

Ａトレンチ　西壁　土層柱状図

第 27 図　SK3455J　平面・断面図

第 29 図　SK3455J　断面（北から）

第 30 図　SK3455J　完掘状況（北から）

第 28 図　Ａトレンチ土層柱状図

（２）武蔵国分寺跡第 710 次調査　　　
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第 35 図　Ｃトレンチ全景　縄文時代（東から）

第 31 図　Ａトレンチ全景　縄文時代（東から） 第 32 図　Ａトレンチ　西壁土層断面（東から）

第 33 図　Ｂトレンチ全景　縄文時代（東から） 第 34 図　Ｂトレンチ　西壁土層断面（東から）

第 36 図　Ｄトレンチ全景　縄文時代（西から）

第 37 図　Ｄトレンチ　西壁土層断面（東から）

　　　第２章第２節　調査の概要
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第 40 図　Ｂ東トレンチ　SD435　北壁土層断面（南から）

第 41 図　Ｄ東トレンチ　SD435　北壁土層断面（南から）

第 38 図　Ｂ東トレンチ全景　（東から） 第 39 図　Ｄ東トレンチ全景（西から）

（２）武蔵国分寺跡第 710 次調査　　　
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0 10㎝〔S=1/3〕

（PK,PT)

0 10㎝〔S=1/4〕

（KD)

１

710-PK01

５

710-PT02

４

710-PT01

７

710-PT04

６

710-PT03

８

710-KD01

第 43 図　調査前風景（西から） 第 44 図　調査前風景（北から）

第 42 図　ＭＫⅡ－ 710　出土遺物実測図

　　　第２章第２節　調査の概要
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0 10㎝〔S=1/3〕

（PK,PT)

0 10㎝〔S=1/4〕

（KD)

１

710-PK01

５

710-PT02

４

710-PT01

７

710-PT04

６

710-PT03

８

710-KD01

ＭＫⅡ－ 710 　　　　　　歴史時代　　土　器

番号 
 

遺物番号

種別 
器種

出土 
位置

口径 
器高 
底径 

（㎝）

器形の特徴 成・整形の特徴 残量 備考

１ 
 

PK01

須恵器 
甕

SD435 
覆土

― 
(4.9) 
―

胴部は緩やかに内湾して立ち上が
る。

胴部外面は平行の叩き。胴部内面
に円形の当て具痕。

小片
内外面：灰色 7.5Y4/1。堅い。焼成普
通。微砂粒微量、１～２㎜の角礫微量、
白色針状物質やや多量。

４ 
 

PT01

染付 
筒型碗

表土
― 

(1.9) 
(3.4)

腰部が屈曲し、体部は直線状に立
ち上がる。

見込みにコンニャク印判で五弁花
文を施す。体部外面に呉須で文様
を施す（菊文か？）。

体部～
底部 
1/10

瀬戸・美濃窯（18 世紀）。断面：白色。
硬質緻密。焼成良好。高台高 0.5 ㎜。

５ 
 

PT02

染付 
端反形坏

表土
((6.2)) 
4.8 

((3.2))

腰部は丸みをもち、体部は直線状
に立ち上がるが、口縁部が強く外
反する。

体部外面に酸化コバルト絵具で文
様を描く。

口縁部
～底部 
1/10

瀬戸（19 世紀後半）。断面：白色。硬
質緻密。高台高 0.7 ㎜。

６ 
 

PT03

灰釉 
徳利

表土
― 

(3.7) 
―

体部は直線的に立ち上がる。
体部内面回転ナデ。体部外面にオ
リーブ色の釉。

小片
美濃（貧乏徳利・18 世紀）。内面・断面：
灰オリーブ 5Y6/2。堅い。焼成普通。

７ 
 

PT04

灰釉 
灯明皿

表土
― 

(2.1) 
―

口縁部は緩やかに立ち上がる。
体部下端回転ヘラケズリ。外面外
面口縁部から内面全面に薄灰色の
灰釉。

小片
信楽（19世紀）。断面：灰色5Y5/1。堅い。
焼成良好。胎土緻密。

ＭＫⅡ－ 710 　　　　　　　歴史時代　　女　瓦

番号 
 

遺物番号

出土 
位置

狭端 
広端 
全長 

（㎝）

厚さ 
（㎝）

成・整形の特徴

備考
素材

凹面 凸面 端面

布目 特徴 叩き 特徴 特徴

８ 
 

KD01

SD435 北 
覆土 -12

― 
(10.4) 
(11.0)

2.2 ― 29×29 広端縁面取り。
縄目 
L13

縄目叩き。
広・側端面ヘラ
ケズリ。

灰色5Y5/1。堅い。焼成普通。
微砂粒多量、１～４㎜角礫
微量。

第 45 図　ＭＫⅡ－ 710　出土遺物写真

第 14 表　ＭＫⅡ－ 710　遺物観察表

（２）武蔵国分寺跡第 710 次調査　　　
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（３）武蔵国分寺跡第 711 次調査　

第 46 図　ＭＫⅢ－ 711　調査地位置図

【調査の目的と経緯】本確認調査は平成 27 年 11 月 12 日付国教教ふ収第 755 号法第 93 条第１項届出に

基づき、市教委が調査会に委託して行ったものである。

　調査区は、西元町二丁目 1673-8 に所在し、武蔵国分寺跡遺跡（№ 10・19）に該当する。当該地の周

辺からは、平成 26・27 年度に実施した武蔵国分寺跡第 705・706 次調査で古代官道である東山道武蔵路

の側溝が検出されており、本工事で予定されている建物基礎設置工事等によって遺構が破壊される可能

性があったため、遺構の遺存状況などを把握するために、部分的な確認調査を行った。

　調査面積は 15.04 ㎡である。現地調査は平成 27 年 11 月 24 日から同年 12 月４日（実働７日）まで実

施した。

【調査結果】調査区内は、地表より約 70 ㎝の深さまで基本層序Ⅰ層（表土・盛土）に覆われており、そ

の下で約 20 ㎝の厚さの硬質層を確認した。硬質層は、耕作などによりⅢｂ層かⅢｃ層まで一律に削平

された後に形成された層で、先に実施した武蔵国分寺跡第 705・706 次調査でも確認されている。

　本調査区では、この硬質層の下にⅢｃ層が遺存しており、この面で遺構確認を行ったところ、東山道

武蔵路の西側側溝SD432が検出された。SD432の北側の側溝は第705次調査ですでに確認されていたが、

未掘であったため、今回の調査においてその規模が明確になった。

SF1 東山道武蔵路　トレンチ内で東山道武蔵路の西側側溝（SD432）が検出された。側溝より東側は道

路本体にあたるが、削平により路面等は遺存していなかった。

SD432 溝（東山道武蔵路西側側溝）（第 49 図）　トレンチの東側から中央にかけて検出された。側溝は、

１列に連続せず長楕円形の土坑が２つに分かれて検出された。これは、多地点で検出される東山道武蔵

路の側溝の掘削方法と同じで、いわゆる土坑連結式と呼ばれる側溝である。側溝間は、所々に浅く掘り

残されている部分があり、さらに土坑間が途切れる部分がある状況も本地点と共通する。

　調査区内における土坑間の距離は北側の土坑と南側の土坑とで約 1.5 ｍあった。ただし、耕作等によ

る上部の削平がなければ、本来は上端のみが連結されていた可能性や、現状の掘り方より上方が１段外

に広がる土坑形体であった可能性も考えられる。

0 100ｍ〔S=1/3000〕

所 在 地  西元町二丁目 1668-8

調査原因  個人住宅 調査種別 確認調査

調査費用  国庫補助等 調査体制 委託

調査期間  平成 27 年 11 月 24 日～ 12 月４日

調査面積  15.04 ㎡ 遺物箱数  １箱

検出遺構  SF1・SD432

主な遺物
 土師器・須恵器・灰釉陶器・瓦、

 縄文土器

　　　第２章第２節　調査の概要
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　北側の側溝（土坑）は、長楕円形を呈し、幅 0.8 ｍ、長さ 1.8 ｍ、確認面からの深さは 0.4 ｍである。

土坑の内部は北側にテラスを設け、南側が一段落ち込んでいる状況であった。

　南側の側溝（土坑）は、調査区外へと続いているため、全体の長さは不詳であるが、確認範囲で最大

幅約 0.8 ｍ、長さ 1.4 ｍ、確認面から 0.4 ｍの深さである。

　側溝内の覆土は、ともに最低部にロームブロックを主体とした整地層があり、その上層が２～３層の

黒褐色土を主体とした層であった。本調査では、土坑の断面を長軸方向に断ち割って観察したところ、

側溝は、掘り方の肩部から内部へ向かって徐々に埋まっていったように看取された。また、黒褐色土に

混ざるローム粒やロームブロックは、風雨などの自然発生的な原因によって側溝内に入り込んだように

見受けられたので、覆土は自然堆積土と考えられる。ただし、上部削平により側溝内全体の堆積状況が

不明確なため、現状観察の結果に留めておきたい。

　なお、SD432 は武蔵国分僧寺中軸線北に対して 9° 04′ 35″東偏している。

　遺物は、側溝内から縄文土器の小片が出土した。また、覆土上層で瓦片が出土したが、遺構に明確に

伴うものではなく、上部撹乱等による混入である。このほか、表土や撹乱から土師器・須恵器・灰釉陶

器等の小片が出土しているが、図化し得るものはなかった。

道
路
境
界
線
　
　
　
　
　

隣地境界線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣地

調査範囲

隣地

私
道

SD432

82 81 80 79 7883
（W246） （W243） （W240） （W237） （W234）（W249）

ＡＦ
（S15）

ＡＧ
（S18）

ＡＨ
（S21）

ＡＩ
（S24）

ＡＥ
（S12）

ＡＤ
（S09）

0 5ｍ〔S=1/200〕

Ｓ

65.254

Ｎ

1
2

Ⅰb

Ⅰa

１．10YR3/2　黒褐色土
　しまりやや強い。粘性なし。赤色スコリア・
　オレンジスコリア１～２％含む。ブロック
　状に硬く締まる。（硬質層）
２．10YR2/2　黒褐色土
　しまり強い。粘性ややあり。赤色スコリア・
　オレンジスコリア微量含む。（硬質層）

0 1m〔S=1/40〕

硬質層

西壁　土層柱状図

第 47 図　ＭＫⅢ－ 711　調査区全体図

第 48 図　ＭＫⅢ－ 711

土層柱状図

（３）武蔵国分寺跡第 711 次調査　　　
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Ｎ

65.000

Ｓ

4 4

3

6
6

5 7 5
Ⅳ

Ⅲc
8Ⅳ

Ⅲc

0 2ｍ〔S=1/40〕

SD432　土層断面図（南北）

３．10YR3/2    黒褐色土　　  粘性なし、しまりあり。赤色スコリア・オレンジスコリア微量、ローム粒微量含む。上方のしまり強い。
４．10YR2/2　黒褐色土　　  粘性なし、しまりあり。赤色スコリア・オレンジスコリア１～２％、 ローム粒１～２％、１～３㎝のロームブロック少量含む。
５．10YR2/3　黒褐色土　　  粘性なし、しまりあり。赤色スコリア、オレンジスコリア１～２％含む。 ローム粒１より少ない。上方のしまり強い。   
６．ロームブロック主体層　   粘性ややあり、しまりややあり。３～５㎝のロームブロックを主体とする層。赤色スコリア微量含む。  
７．10YR3/3　暗褐色土　　  粘性ややあり、しまり部分的に弱い。ローム粒１～２％、３～５㎜のロームブロック微量含む。 
８．10YR3/4　暗褐色土　　  粘性なし、しまりあり。赤色スコリア・オレンジスコリア微量、 ローム粒・３～５㎝のブロック10～20％含む。 

SD432

（W245） （W244）

ＡＦ
（S15）

（S16）

81
（W243）

（S17）

（S14）

（S13）

0 1ｍ〔S=1/40〕

SD432　完掘平面図

第 49 図　SD432　平面・断面図

　　　第２章第２節　調査の概要

Ｅ

65.000

Ｗ

１．10YR3/2    黒褐色土
　　粘性なし、しまりやや強い。赤色スコリア、オレンジスコリア
　　微量含む。（１～２％）ブロック状に固く締まる層（硬質層）。
２．10YR2/2　黒褐色土
　　粘性ややあり、しまり強い。赤色スコリア、オレンジスコリア
　　微量含む（硬質層）。
３．10YR3/2    黒褐色土
　　粘性なし、しまりあり。赤色スコリア・オレンジスコリア微量、　　
　　ローム粒微量含む。上方のしまり強い。
４．10YR2/2　黒褐色土
　　粘性なし、しまりあり。赤色スコリア・オレンジスコリア１～２％、
　　ローム粒１～２％、１～３㎝のロームブロック少量含む。
６．ロームブロック主体層
　　粘性ややあり、しまりややあり。３～５㎝のロームブロックを
　　主体とする層。赤色スコリア微量含む。  

Ⅰa

Ⅰb

1

22

3

4

6

Ⅳ
Ⅲc

2

0 1ｍ〔S=1/40〕

硬質層

SD432　土層断面図（東西）
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第 50 図　トレンチ全景　遺構検出状況（南から）

第 52 図　SD432（北側）完掘状況（上が北）

第 55 図　SD432（南側）断面（西から）

第 53 図　SD432（北側）断面（西から） 第 54 図　SD432（南側）完掘状況（上が北）

第 56 図　SD432（南側）断面（北から）

第 51 図　トレンチ全景　遺構完掘状況（南から）

（３）武蔵国分寺跡第 711 次調査　　　
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（４）武蔵国分寺跡第 712 次調査　

第 57 図　ＭＫⅢ－ 712　調査地位置図

【調査の目的と経緯】調査は平成 27 年 11 月２日付国教教ふ収第 724 号法第 93 条第１項届出に基づき、

市教委が調査会に委託して実施したものである。

　調査区は、西元町二丁目 1673-7 に所在し、武蔵国分寺跡遺跡（№ 10・19）に該当する。当該地の周

辺からは、平成 26・27 年度に実施した武蔵国分寺跡第 705・706 次調査で奈良・平安時代の竪穴住居が

検出されており、本工事で予定されている建物基礎設置工事等によってこれらの遺構が破壊される可能

性があるため、部分的な確認調査を行った。調査は出来るだけ遺構を保存するために、基礎の位置と住

居が重なる可能性が高い場所に限定し、L字のトレンチを設定して行った。調査面積は 14.58 ㎡である。

現地調査は平成 27 年 12 月７日から同年 12 月 15 日（実働５日）まで実施した。

【調査結果】調査区内は、地表より約 50 ㎝の深さまで基本層序Ⅰ層（表土・盛土）に覆われており、奈

良・平安時代の遺構確認面であるⅢｂ層は大きく削平されていた。トレンチ内にはいくつかの撹乱があ

り、特に北側の位置には大きな撹乱が認められた。撹乱を取り除くと僅かにⅢｂ層が残っている場所が

あり、同面で遺構確認を行ったところ竪穴住居の周溝が検出された。

SI823 竪穴住居（第 59・60 図）　トレンチ内の西側で検出され、位置的に武蔵国分寺跡第 706 次調査で

検出された SI823 と同じ住居であることが判明した（第 61 図）。住居は上面の削平により、床と周溝を

僅かに検出した程度であり、南北方向に約 1.0 ｍの範囲が遺存していた。周溝の南側は調査区外へと続

き、北側は撹乱によって壊されているため、南北の規模は不明である。東西の規模は、第 706 次調査で

検出された住居の西側と合わせると約 3.4 ｍである。トレンチ内の北側で検出された SI826 との切り合

いは明確ではなかった。遺物は、覆土より須恵器の破片が出土しているが、図化し得なかった。

SI826 竪穴住居（第 59・60 図）　トレンチ内の西側中央付近で検出された。北側は大きく撹乱され、上

部も削平されていいたため、この住居も周溝が僅かに確認できるのみである。トレンチ内では調査区東

西方向に約 0.7 ｍの距離を確認したが、調査区外へと続いているため全体の規模は不詳である。また、

住居に伴うカマドや柱穴、貼り床も調査区内では確認できなかった。遺物は、覆土より須恵器坏（１）・

須恵器蓋（２）、土師質土器、女瓦が出土している。

0 100ｍ〔S=1/3000〕

所 在 地  西元町二丁目 1673-7

調査原因  個人住宅 調査種別 確認調査

調査費用  国庫補助等 調査体制 委託

調査期間  平成 27 年 12 月７日～ 12 月 15 日

調査面積  14.58 ㎡ 遺物箱数  １箱

検出遺構  SI823・826

主な遺物
 土師器・須恵器・土師質土器・灰釉

 陶器・瓦、縄文土器

　　　第２章第２節　調査の概要
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SI826

SI823 SI823

SI826
未掘撹乱

74
（W222）

74
（W222）

ＡＩ
（S24）

ＡＩ
（S24）

0 2ｍ〔S=1/40〕

SI823・826　使用時　完掘平面図 SI823・826　構築時　完掘平面図

隣地境界線

隣地境界線

SI823

SI826

隣地

調査範囲

隣地

隣地
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路
境
界
線

隣
地
境
界
線

ＡＦ

ＡＧ

ＡＨ
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ＡＪ

（S15）

（S18）

（S21）

（S24）

（S27）

76 75 74 73 72 71
（W228） （W225） （W222） （W219） （W216） （W213）

0 5ｍ〔S=1/200〕

第 58 図　ＭＫⅢ－ 712　調査区全体図

第 59 図　SI823・826　平面図

（４）武蔵国分寺跡第 712 次調査　　　

　このほか、表土から須恵器坏（３・４）・埦（５）の破片、灰釉陶器片、緑釉陶器皿（６）、瓦（７～

９）、鉄滓（10）、縄文土器（11）が出土している。
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Ｅ

65.370

Ｓ

65.370

ＷＮ

Ⅲb

盛土盛土

表土
1

2

Ⅲb

SI823 2 22 3
3

1

南壁　土層柱状図西壁　土層断面図

SI823
１．10YR2/2    黒褐色土　　  粘性なし、しまりややあり。ローム粒微量含む。
２．10YR3/3　暗褐色土　　  粘性なし、しまり強い。黒褐色土とⅢ層ロームの混合土層。（床）
３．10YR2/3　暗褐色土　　  粘性なし、しまり部分的に弱い。ローム粒多量含む。（周溝）  

0 1ｍ〔S=1/40〕

第 60 図　ＭＫⅢ－ 712　土層柱状図・断面図

第 61 図　ＭＫⅢ－ 706・712　調査区平面図

　　　第２章第２節　調査の概要

SI825

712次

SX359

SI822

706次
Ｆトレンチ

706次
Ｇトレンチ

未掘撹乱

未掘撹乱

東山道武蔵路東側側溝

706次
Ｅトレンチ

SI823

SI823

SD431

SI826

80
(W240)

78
(W234)

76
(W228)

74
(W222)

72
(W216)

70
(W210)

ＡＫ
(S30)

ＡＩ
(S24)

ＡＧ
(S18)

ＡＥ
(S12)

ＡＭ
(S36)

0 10ｍ〔S=1/300〕
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第 64 図　SI823・826 周溝検出状況（西から） 第 65 図　SI823・826 周溝検出状況（南から）

第 62 図　東西トレンチ全景（東から） 第 63 図　南北トレンチ全景（北から）

第 66 図　西壁土層断面（東から） 第 67 図　SI826 東壁土層断面（西から）

第 68 図　SI823 西壁断面（東から） 第 69 図　SI826 西壁断面（東から）

（４）武蔵国分寺跡第 712 次調査　　　
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0 10㎝〔S=1/3〕

（PK,PP)

0 10㎝〔S=1/4〕

（KC,KD)

１

712-PK01

３

712-PK03

５

712-PK05

４

712-PK04

６

712-PP01

７

712-KC01

８

712-KC02

９

712-KD01

２

712-PK02

第 70 図　ＭＫⅢ－ 712　出土遺物実測図（歴史時代）

　　　第２章第２節　調査の概要
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0 10㎝〔S=1/3〕

（PK,PP)

0 10㎝〔S=1/4〕

（KC,KD)

１

712-PK01

３

712-PK03

５

712-PK05

４

712-PK04

６

712-PP01

７

712-KC01

８

712-KC02

９

712-KD01

２

712-PK02

第 71 図　ＭＫⅢ－ 712　出土遺物写真（歴史時代）１

（４）武蔵国分寺跡第 712 次調査　　　
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ＭＫⅢ－ 712 　　　　　　　歴史時代　　土　器

番号 
 

遺物番号

種別 
器種

出土 
位置

口径 
器高 
底径 

（㎝）

器形の特徴 成・整形の特徴 残量 備考

１ 
 

PK01

須恵器 
坏

SI826 
覆土 -1

((13.0)) 
3.8 

((9.5))
体部は直線的に立ち上がる

ロクロ調整の後、底部は回転糸切
をし、不定方向の手持ちヘラケズ
リ。

口縁部
～底部
1/3

内外面：灰色N4.5/0。堅い。焼成普通。
微砂粒やや多量。２㎜大の角礫微量。
胎土緻密。

２ 
 

PK02

 
須恵器 
蓋 

SI826 
覆土

((16.0)) 
(2.2) 
―

天井部から体部にかけて内湾気味
に緩やかに垂下る。

体部内外面回転ナデ。体部外面上
半～天井部回転ヘラケズリ。

1/3
内外面：灰色 5Y6/1。堅い。焼成普通。
微砂粒やや多量、１～５㎜の角礫少
量。白色針状物質多量。ツマミ欠損。

３ 
 

PK03

須恵器 
高台付坏

表土
((17.2)) 
(4.5) 
―

底部からやや直線的に立ち上がり、
体部上端から口縁部にかけて外上
方へ大きく広がる。

ロクロ調整の後、底部は回転糸切
をし、高台貼付。底部は、高台貼
付時のナデが中心まで及ぶ。

口縁部
～底部 
1/4

内外面：にぶい橙色 7.5YR7/3。やや
軟らかい。焼成普通。微砂粒やや多量、
１～５㎜の角礫微量、石英微量。胎
土やや粗い。見込みと底部に煤付着。

４ 
 

PK04

須恵器 
坏

表土
― 

(1.5) 
((8.4))

体部はやや内湾して立ち上がる。
ロクロ調整の後、底部は回転糸切
をし、底部外周回転ヘラケズリ。

体部～
底部 
1/6

内外面：灰色 N5.5/0。堅い。焼成普
通。微砂粒少量、１㎜大の角礫少量、
白色針状物質やや多量。

５ 
 

PK05

須恵器 
高台付埦

表土
― 

(3.0) 
((6.2))

体部は内湾して立ち上がる。高台
は三角高台。

ロクロ調整の後、底部は回転糸切
をし、高台貼付。

体部～
底部 
1/6

内外面：灰色 7.5Y5/1。堅い。焼成普
通。微砂粒微量、１～６㎜の角礫微量。
高台高 1.1 ㎝。

６ 
 

PP01

緑釉陶器 
皿

表土
― 

(0.6) 
―

底部の器肉は普通。
ロクロ調整。見込みと底部に濃緑
色の釉。見込みに陰刻の施文。

底部小
片

断面：褐灰色 10YR4/1。堅い。焼成良
好。微砂粒少量。胎土緻密。

0 10㎝〔S=1/3〕

（JJ)

１

MK712-JJ01

1

MK712-JJ01

0 10㎝
〔S=1/2〕

（MY)

10

712-MY01

第 73 図　ＭＫⅢ－ 712　出土遺物実測図・写真

（縄文時代）

第 72 図　ＭＫⅢ－ 712　出土遺物写真

（歴史時代）２

第 15 表　ＭＫⅢ－ 712　遺物観察表（歴史時代）１

　　　第２章第２節　調査の概要
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第 16 表　ＭＫⅢ－ 712　遺物観察表（歴史時代）２

ＭＫⅢ－ 712 　　　　　　　歴史時代　　男　瓦

番号 
 

遺物番号

出土 
位置

狭端 
広端 
全長

（㎝）

厚さ 
（㎝）

成・整形の特徴

備考
素材

凹面 凸面 端面

布目 特徴 叩き 特徴 特徴

７ 
 

KC01
表土

― 
― 

(6.5)
1.7

粘土横
紐

((21×
18))

側端縁ヘラケズ
リ。

―
全体タテナデ。
側端縁面取り。

側端面ヘラケズ
リ。

無段。黄灰色 2.5Y4.5/1。堅
い。焼成普通。微砂粒多量、
１～５㎜の角礫微量。

８ 
 

KC02
表土

― 
― 

(5.8)
1.6

粘土横
紐

((18×
21))

側端縁面取り。
布目を消す縦方
向のナデ。

―
側端縁面取り。
全体ナデ。

側端面ヘラケズ
リ。

無段。灰色 5Y5/1。堅い。焼
成普通。微砂粒やや多量、
１～３㎜の角礫微量。

ＭＫⅢ－ 712 　　　　　　　歴史時代　　女　瓦

番号 
 

遺物番号

出土 
位置

狭端 
広端 
全長

（㎝）

厚さ 
（㎝）

成・整形の特徴

備考
素材

凹面 凸面 端面

布目 特徴 叩き 特徴 特徴

９ 
 

KD01
表土

(5.7) 
― 

(12.7)
2.2 ― 22 × 25 ―

縄目 
L10

縄目叩き。
狭・側端面ヘラ
ケズリ。一部ナ
デ。

灰色 7.5Y5/1。堅い。焼成普
通。微砂粒やや多量、１～
６㎜の角礫微量。

ＭＫⅢ－ 712 　　　　　　　歴史時代　　鉄製品
番号 
 

遺物番号

種別 
形態

出土位置
最大長 
（㎝）

最大幅 
（㎝）

最大厚 
（㎝）

重量 
（g）

備考

10 
 

MY01
鉄滓 覆土 6.4 7.0 4.4 313.5

※ 10 は写真のみの掲載

ＭＫⅢ－ 712 　　　　　　　縄文時代　　土　器

番号 
 

遺物番号

種別 
器種

出土 
位置

口径 
器高 
底径 

（㎝）

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

11 
 

JJ01
深鉢？ 表土

― 
（4.4) 

―

胴部片。小片のため全体の器形不
明。

外面にＲＬ斜縄文・沈線文。内面粗いナデ
調整。

中期。内外面：にぶい赤褐色 5YR5/4。
焼成普通。砂粒・角礫・ｽｺﾘｱ・長石
粒少量、雲母やや多量。

（４）武蔵国分寺跡第 712 次調査　　　

第 17 表　ＭＫⅢ－ 712　遺物観察表（縄文時代）
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（５）武蔵国分寺跡第 713 次調査　

第 74 図　ＭＫⅢ－ 713　調査地位置図

【調査の目的と経緯】本調査は平成 27 年 10 月２日付国教教ふ収第 627 号法第 93 条第１項届出に基づき、

市教委が実施した。

　調査区は、西元町二丁目 1673 番８に所在し、武蔵国分寺跡遺跡（№ 10・19）に該当し、当該地の周

辺からは、平成 26・27 年度に実施した武蔵国分寺跡第 705・706 次調査で奈良・平安時代の住居が検出

されており、本工事で予定されている給排水官設置工事等によって遺構等が破壊される可能性があるた

め、より詳しく埋蔵文化財の内容・性格等を把握するために、部分的な確認調査を行った。

　調査面積は約１㎡である。現地調査は平成 28 年２月 15 日から同年２月 16 日（実働２日）まで、市

教委ふるさと文化財課の職員が実施した。

【調査結果】調査区内は、地表より約 50cm の深さまで、基本層序Ⅰ層（表土・盛土）で覆われており、奈良・

平安時代の遺構確認面であるⅢｂ層は検出されなかった。このため本工事で予定されている掘削深度で

では、破壊される恐れのある遺構が無いことが判明した。

　遺物は表土より、土師器、須恵器、土師質土器、灰釉陶器、緑釉陶器（１）などの古代の土器片や近

世の陶磁器片が出土している。 

0 100ｍ〔S=1/3000〕

所 在 地  西元町二丁目 1673-8

調査原因  個人住宅 調査種別 確認調査

調査費用  国分寺市 調査体制 市教委

調査期間  平成 28 年２月 15 日～２月 16 日

調査面積  0.88 ㎡ 遺物箱数  １箱

検出遺構  なし

主な遺物
 土師器・須恵器・土師質土器・緑釉  

 陶器・中近世陶磁器

　　　第２章第２節　調査の概要

第 75 図　ＭＫⅢ－ 713　トレンチ全景（南から） 第 76 図　北壁土層断面（南から）
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Ｎ
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Ｅ

盛土

表土

盛土

表土

0 1ｍ〔S=1/40〕

東壁　土層断面図 北壁　土層断面図

0 10㎝〔S=1/3〕

（PP)

12

713-PP01

12

713-PP01

ＭＫⅢ－ 713 　　　　　　　歴史時代　　土　器

番号 
 

遺物番号

種別 
器種

出土 
位置

口径 
器高 
底径 

（㎝）

器形の特徴 成・整形の特徴 残量 備考

１ 
 

PP01
緑釉陶器 表土

― 
(1.4) 

((5.7))

見込みはやや湾曲する。やや外開
きの輪高台低い三日月高台。

ロクロ調整の後、底部は回転糸切
をし、ヘラケズリ。高台貼付。内
外面全体に淡緑色の施釉。見込み
～体部内面にかけて磨滅激しく釉
がない。

底 部 の
み 1/4

断面：灰色 7.5Y8/1。堅い。焼成普通。
微砂粒微量。高台高 0.4 ㎝。

（５）武蔵国分寺跡第 713 次調査　　　

第 77 図　ＭＫⅢ－ 713　調査区全体図

第 78 図　ＭＫⅢ－ 713　土層断面図

第 79 図　ＭＫⅢ－ 713　出土遺物実測図・写真

第 18 表　ＭＫⅢ－ 713　遺物観察表
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（６）恋ヶ窪遺跡第 95 次調査　

第 80 図　Ｋ２－ 95　調査地位置図

【調査の目的と経緯】本調査は、平成 27 年６月４日付国教教ふ収第 225 号法第 93 条第１項届出に基づき、

市教委が調査会に委託して行った。

　調査区は、国分寺市西恋ヶ窪一丁目 23 番８に所在し、恋ヶ窪遺跡（遺跡№２）に該当する。当敷地

の北側では下水道敷設に伴う事前発掘調査（恋ヶ窪遺跡第 36 次調査）が行われており、縄文時代の住居・

土坑の一部が検出されていた。このため、本工事で予定されている排水管工事等によって遺構が破壊さ

れる可能性がある範囲について、トレンチを設定して発掘調査を行った。

　調査面積は 3.95 ㎡である。現地調査は平成 27 年７月１日から同年７月 15 日（実働 11 日）まで実施

した。

【調査結果】調査区内の基本層序は、地表より約 40 ㎝の深さまで基本層序Ⅰ層（表土・盛土・耕作土）

に覆われ、その下でⅢｂ層を確認した。今回予定されている工事の掘削深度が地表より約 60 ㎝の深さ

であったため、Ⅲｂ層を 20 ㎝ほど掘削した層位で遺構の有無を確認したが、縄文時代の遺構確認面で

あるⅢｃ層にまで達していないこともあり、住居や土坑などの遺構は検出されなかった。

　遺物は、遺物包含層から縄文時代中期の土器片（１～５）と打製石斧（６）が出土している。

0 100ｍ〔S=1/3000〕

所 在 地  西恋ヶ窪一丁目 23 番８

調査原因  個人住宅 調査種別 発掘調査

調査費用  国庫補助等 調査体制 委託

調査期間  平成 27 年７月１日～７月 15 日

調査面積  3.95 ㎡ 遺物箱数  １箱

検出遺構  無し

主な遺物  縄文土器・縄文時代石器

　　　第２章第２節　調査の概要

第 81 図　南北トレンチ　東壁土層断面（西から） 第 82 図　東西トレンチ　南壁土層断面（北から）
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0 5ｍ〔S=1/100〕

Ｎ

76.500

Ｓ

Ⅰa

Ⅰc

Ⅲb

0 1ｍ〔S=1/40〕

Ｋ2-95　トレンチ 土層柱状図

（６）恋ヶ窪遺跡第 95 次調査　　　

第 83 図　Ｋ２－ 95　調査区全体図

第 84 図　Ｋ２－ 95　土層柱状図
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0 10㎝〔S=1/3〕

（JF,AG)

１

K2-95　JF01

２

K2-95　JF02

４

K2-95　JF04

３

K2-95　JF03

５

K2-95　JF05

６

K2-95　AG01

第 87 図　東西トレンチ全景（東から）第 86 図　南北トレンチ　全景（西から）

第 85 図　Ｋ２－ 95　出土遺物実測図

　　　第２章第２節　調査の概要
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Ｋ２-95 　　　　　　　縄文時代　　土　器

番号 
 

遺物番号

種別 
器種

出土 
位置

口径 
器高 
底径 

（㎝）

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

１ 
 

JF01
深鉢 Ⅲ b層

― 
(4.2) 
―

口縁部破片。
口縁直下に沈線区画。区画内は RL 斜縄文。
内面横ナデ。

中 期 加 曾 利 Ｅ ３。 外 面： 暗 褐 色
7.5YR3/3、内面：明褐色 7.5Y5/6。焼
成良好。砂粒・角礫・長石粒少量、
雲母微量。

２ 
 

JF02
深鉢 Ⅲ b層

― 
(4.8) 
―

口縁部破片、口縁はやや外反。
口唇に円形刺突文。口縁直下に沈線区画。
区画内縦位に細沈線文。内面横ナデ。

中 期 加 曾 利 Ｅ ３。 外 面： 暗 褐 色
7.5YR3/4、 内 面： に ぶ い 赤 褐 色
5YR5/4。焼成普通。砂粒・ｽｺﾘｱ・長
石粒少量、雲母微量。

３ 
 

JF03
深鉢？ Ⅲ b層

― 
(3.3) 
―

口縁部片小片のため全体の器形不
明。

隆帯による渦巻き文。内面横ナデ。
中期加曾利Ｅ２。外面：褐色 5YR4/3、
内面：黒褐色 7.5YR3/1。焼成普通。
砂粒・角礫・長石粒少量、雲母微量。

４ 
 

JF04
深鉢？ Ⅲ b層

― 
(3.6) 
―

胴部片小片のため全体の器形不明。縦位の条線文、内面一部剥離。ナデ調整。

中期加曾利Ｅ。外面：にぶい褐色
7.5YR5/4、内面：黒褐色 7.5YR3/1。
焼成普通。砂粒・角礫・ｽｺﾘｱ・長石
粒微量、雲母やや多量。

５ 
 

JF05
深鉢？ Ⅲ b層

― 
(4.3) 
―

口縁部に近い胴部片小片のため全
体の器形不明。

沈線区画内に縦位の沈線文。内面ナデ調整。

中期加曾利Ｅ。外面：にぶい褐色
7.5YR5/4、内面：灰褐色 7.5YR5/1。
焼成普通。砂粒・角礫・ｽｺﾘｱ・長石
粒少量、雲母やや多量。

Ｋ２-95 　　　　　　　縄文時代　　石　器

番号 
 

遺物番号

種別 
器種

出土 
位置

最大長 
(cm)

最大幅 
(cn)

最大厚 
(cm)

重量 
(g)

遺存状
態

石材 備考

６ 
 

AG01
打製石斧 Ⅲ b層 10.0 4.1 1.3 60.00 欠損 頁岩

短冊形。刃部左側一部欠損。右側縁
に潰れあり。左側縁に僅かに潰れあ
り。着柄痕と考えられる。

0 10㎝〔S=1/3〕

（JF,AG)

１

K2-95　JF01

２

K2-95　JF02

４

K2-95　JF04

３

K2-95　JF03

５

K2-95　JF05

６

K2-95　AG01

第 88 図　Ｋ２－ 95　出土遺物写真

第 19 表　Ｋ２－ 95　遺物観察表

（６）恋ヶ窪遺跡第 95 次調査　　　
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（７）恋ヶ窪遺跡第 96 次調査　

第 89 図　Ｋ２－ 96　調査地位置図

【調査の目的と経緯】本調査は平成 27 年６月 12 日付国教教ふ収第 258 号法第 93 条第１項届出に基づき、

市教委が調査会に委託して行ったものである。

　調査区は、西恋ヶ窪一丁目 22 番２に所在し、恋ヶ窪遺跡（遺跡№２）に該当する。

　対象地では、かつて昭和 55 年から昭和 61 年にわたって断続的に発掘調査（恋ヶ窪遺跡範囲確認調査）

が実施されており、本地と西側隣地の調査区を含めて縄文時代の住居が約 35 軒検出されるなど、遺構

が密集する遺跡の中心地域として知られている（国分寺市遺跡調査会『恋ヶ窪遺跡調査報告Ⅴ（図面・

写真図版編）』1991・国分寺市教育委員会『恋ヶ窪遺跡調査報告Ⅴ（本文編）』2008 所収）。

　当該地の縄文時代の遺構は、先の調査において記録保存されていたが、その後の周辺調査によって、

恋ヶ窪遺跡には、縄文時代に先行する旧石器時代の遺物が縄文時代の遺構確認面より下層に包含されて

いることが明らかとなった。そこで、本計画で予定されている排水管工事等によって、先の調査層位よ

り下層の部分に旧石器時代の遺物等が包含されている可能性があったため、埋蔵文化財の有無・内容等

を把握する目的で確認調査を行った。

　調査面積は 21.13 ㎡である。現地調査は平成 27 年７月 23 日から同年８月７日（実働 12 日）まで実

施した。

【調査結果】調査区内の多くは、地表より約 60 ～ 70 ㎝の深さまで、表土（盛土・耕作土含む）と先の

調査で埋め戻された土で覆われていたが、トレンチの南端の一部は未調査であったため、縄文時代の遺

構確認面である基本層序Ⅲｃ層（地表より約 60 ㎝の深度）で住居等の有無を確認したところ、ピット

が２基検出された。

　続いて、調査区の一部を旧石器時代の遺物を包含するⅣ層、そしてⅤａ層の途中（地表より約 150 ㎝

の深さ）まで掘削したが、いずれも遺物は出土しなかった。

　遺物は、遺物包含層から縄文時代の土器片（１～８）と石器が出土している。

0 100ｍ〔S=1/3000〕

所 在 地  西恋ヶ窪一丁目 22 番２

調査原因  分譲住宅建設 調査種別 確認調査

調査費用  国庫補助等 調査体制 委託

調査期間  平成 27 年７月 21 日から８月７日

調査面積  21.13 ㎡ 遺物箱数  １箱

検出遺構  PJ-1・2

主な遺物  縄文土器・縄文時代石器

　　　第２章第２節　調査の概要
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K2-96 　　　　　　縄文時代　　土　器

番号 
 

遺物番号

種別 
器種

出土 
位置

口径 
器高 
底径 

（㎝）

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

1 
 

JE01
深鉢 Ⅲ層

― 
（7.9） 

―
胴部片。

隆帯に角押文。区画内に沈線による三叉文
と渦巻き文。内面ナデ調整。

中期勝坂Ⅱ期。外面：にぶい赤褐色
5YR5/4、内面：灰褐色 7.5YR4/2。焼
成普通。砂粒・角礫・ｽｺﾘｱ・長石粒微量、
金雲母少量。

２ 
 

JE02
深鉢 Ⅲ層

― 
(4.1) 
― 

底部片。胴部外傾して立ち上がる。
底部直上に爪形文による区画？内面ナデ調
整。

中期阿玉台。外面：にぶい褐色
7.5YR5/4、内面：黒褐色 7.5YR3/1。
焼成やや不良（二次焼成のためか）。
砂粒・角礫・長石粒少量、金雲母多
量含む。 

３ 
 

JE03
深鉢？ 表土

― 
（3.9） 

―
胴部片小片のため全体の器形不明。

外面隆帯に角押文・沈線文。内面粗いナデ
調整。

中期勝坂Ⅱ期。外面：にぶい褐色
7.5YR5/4、内面：黒褐色 7.5YR3/1。
焼成普通。砂粒・角礫・長石粒微量。

４ 
 

JF01
深鉢 Ⅲ層

― 
(5.0) 
―

口縁部に近い胴部片。
隆帯区画内に RL 斜縄文。頸部無文帯。内面
丁寧なナデ調整。

中期加曾利Ｅ２。内外面：にぶい褐
色 7.5YR5/4。焼成良好。砂粒・角礫・
ｽｺﾘｱ・長石粒、雲母少量。 

５ 
 

JJ01
深鉢 Ⅲ層

― 
（5.0） 

―
胴部片。 外面に LR 斜縄文。内面横ナデ。

中期。外面：にぶい橙色 5YR6/4、内
面：灰褐色7.5YR5/2。焼成良好。砂粒・
角礫・ｽｺﾘｱ・長石粒微量、雲母少量。

６ 
 

JJ02
深鉢？ 撹乱

― 
(2.9) 
―

胴部片小片のため全体の器形不明。外面に RL 斜縄文。内面未調整。
中期。内外面：暗褐色 7.5YR3/4。焼
成普通。砂粒・角礫・長石粒少量、
雲母微量含む。

７ 
 

JJ03
深鉢？ 撹乱

― 
（3.7） 

―
胴部片小片のため全体の器形不明。外面に RL 斜縄文。内面ナデ調整。

中期。外面：にぶい赤褐色 5YR5/4、
内面：黒褐色土 7.5YR3/2。焼成普通。
砂粒・角礫・長石粒微量。

８ 
 

JJ04
深鉢？ 撹乱

 
― 

(2.9) 
― 

胴部片小片のため全体の器形不明。外面に縦位の細沈線文。内面ナデ調整。
中期。内外面：黒褐色 7.5YR3/2。焼
成普通。砂粒・角礫・長石・雲母微量。

第 20 表　Ｋ２－ 96　遺物観察表

第 95 図　調査区全景（北から） 第 96 図　西壁土層断面（東から）

第 97 図　PJ-1 断面（南から） 第 98 図　PJ-1 完掘状況（東から） 第 99 図　東壁土層断面（西から）

　　　第２章第２節　調査の概要
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（８）恋ヶ窪遺跡第 97 次調査　

第 100 図　Ｋ２－ 97　調査地位置図

【調査の目的と経緯】本調査は、平成 27 年８月 24 日付国教教ふ収第 493 号の法第 93 条第１項届出に基

づき実施したものである。工事は、開発面積 834 ㎡の敷地に既存の建物３棟（木造倉庫・２階建アパー

ト・２階建戸建住宅）を解体除却した後、アパート２棟に建替えるという計画で、新築建物の基礎自体

の深さは約 40cm 程であったが、建物範囲全体に約 65cm 程の深度まで表層改良工事を行う予定であった

ため、遺跡に抵触する可能性を鑑みて、その一部に対して東西 12 ｍ、南北５ｍのトレンチを１本設定

して確認調査に臨むことにした。

　調査地点は恋ヶ窪遺跡の南西隅で、付近の現況標高は約 70.0 ｍを測り、周辺の地形は西側へ向かっ

て低く傾斜する緩斜面地にあたる。恋ヶ窪遺跡は、主に東側台地上に広がる縄文時代の集落跡を対象と

して周知された遺跡で、これまでに一段低い地形面での発掘調査は殆ど行われてこなかった。しかし、

現在の国分寺市域は、江戸時代の旧 10 ヶ村が明治 15 年に合併して形成された行政区域であるが、国分

寺村と恋ヶ窪村の２ヶ村は新田開発以前から存在した旧村で、調査地点は恋ヶ窪村の本村地区の集落域

にあたる。施主の村越氏は本村地区の旧家で、平成４年度に行った民俗調査によると、当家は明治以降

に別所から屋敷を移動して現地に居住したようで（立石他 1995）、調査によっては中近世の遺跡を発見

することも期待された。なお、現当主が居住する家屋は、この開発区域の北側に接して存在している（第

101 図）。

【調査結果】調査区内は、全体的に地表下約 60 ～ 70 ㎝の深さまで天地返しした盛土が及んでいたが、

当該面では調査区の東側を中心に、黄褐色のローム土を貼った民家のドマ、囲炉裏跡等が発見された（第

102 図）。トレンチの位置や規模からでは民家の全体像は掴みきれないが、盛土を除去すると囲炉裏付

近を境として西側には締まりのある暗褐色土が広がることから、東にドマ、西にヘヤを配する南向きの

主屋であった可能性があり、現当主からもそれを裏付ける証言を得ている。囲炉裏は、約１ｍ四方の方

形基調の平面プランを呈し、外周には灰色粘土を巡らせて、内側は被熱により焼土が形成されていた。

囲炉裏周囲のドマやヘヤ側にも、粘土・焼土ブロックが集中する箇所が点在していたが、いずれも薄い

堆積であった。

0 100ｍ〔S=1/3000〕

所 在 地
 西恋ヶ窪一丁目 29-2・29-3・-5 の

各一部

調査原因  共同住宅建設 調査種別 確認調査

調査費用  国庫補助等 調査体制 委託

調査期間  平成 27 年９月 28 日～ 10 月８日

調査面積  59.41 ㎡ 遺物箱数  １箱

検出遺構  P-1 ～ 13

主な遺物  中近世陶磁器・近代陶磁器・銭

（８）恋ヶ窪遺跡第 97 次調査　　　
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　また、調査区南端に沿って小トレンチを設け、部分的に掘り抜いて下層の状況を確認したところ、ド

マ部分はローム土と黒土を薄く交互に積み重ねて版築を施している状況が明らかとなった（第 103・

104 図）。また、小トレンチ内からはドマ・囲炉裏を伴う民家の前身建物で、掘立柱建物を構成すると

思われる柱穴群が合計 12 基確認された。狭い面積の割に柱穴が密集している印象で、柱穴の径は 30 ～

50cm、深さは 60 ～ 70cm 程度を有していた。部分的な調査のため、柱穴同士の組み合わせ関係を検討す

る余地は無いが、柱穴を掘り込んでいる地層は複数面に及んでおり、最低でも３回以上の建替えがあっ

た可能性が考えられる。

　盛土部分は重機を用いて除去した関係で、盛土内の遺物の回収は必ずしも万全では無かったが、ドマ

検出面付近からは個々の遺物は出土位置を記録して取り上げを行った。以下、掲載した遺物を中心に解

説を加える。

　１および５～ 15 は、ドマ検出面出土もしくは盛土内から回収した遺物である（※６以降は写真のみ

掲載）。１は、肥前系の手描き染付磁器鉢もしくは皿で、底部は蛇の目凹形高台を呈する明治 20 年代ま

での製品である。５は寛永通寶（新寛永）で、背面は付着物や摩耗で不鮮明だが並型が見られる四文銭

である。６は見込～口縁外面に灰釉を施す陶器皿で、外面に酸化コバルト絵具で「浅見酒店」の銘が書

かれる。７・８は型紙摺絵の角皿と碗で、明治 15 ～ 30 年頃の製品。９・10 はガラス製品で、それぞ

れ糊瓶・靴墨瓶、薬品瓶であろう。11 は絶縁器具で、磁器製の碍子である。12 は灰色軟質の瓦質植木

鉢と思われる。13・14 はともに中世常滑甕の胴部片である。15 は酸化コバルト絵具の手描きによる染

付鉢である。

　２～４は小トレンチ内より出土した遺物である。２・３は瀬戸・美濃窯産灰釉皿の同一個体片で、見

込には重ね積み焼成した際に付着した円形の釉剥げが見られ、削り出し高台を呈する。17 世紀末～ 18

世紀代の製品であろう。４は、黒色瓦質の鉢の口縁部片で、内外両面はヘラ削り調整を施す。この他、

図化は出来なかったが、18 世紀代の肥前系染付筒型茶碗の小片や瓦質土器の小片が出土している。

　以上のことから、盛土直下で発見されたドマ・囲炉裏を伴う建物跡は、現当主が以前に住んでいたも

ので、かつての民俗調査で明治以降に移動してきた家屋そのものの痕跡と思われる。恐らくは礎石建て

の建物であったのであろう。ところが、それ以前にも同地には屋敷の存在があったことが柱穴群の検出

によって確認され、出土した遺物からは 18 世紀に遡る可能性が考えられる。また、表土中からではあ

るが常滑窯の製品が出土したことは、当地における土地利用の開始時期がさらに中世にまで遡ることが

想定される。

　調査の結果、表層改良工事を行う範囲においては、縄文時代の遺跡に抵触することは無いと判断し、

確認調査をもって現地での調査を終了した。しかし、工事の影響は及ばないものの、旧恋ヶ窪村本村地

区の成立時期や様相を考えるうえで、近世の建物跡や中世遺物が確認された意義は大きい。現行の恋ヶ

窪遺跡の周知範囲は、台地上の縄文集落の広がりを念頭に入れたもので、本村地区の集落はその一部し

か含まれていないため、本調査成果を踏まえて、今後は包蔵地範囲外で時機を捉えて試掘調査を行い、

その範囲見直しを検討すべきであろう。

　　　第２章第２節　調査の概要
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第 101 図　Ｋ２－ 97　調査区全体図

（８）恋ヶ窪遺跡第 97 次調査　　　
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含
む
。粘
性
少
な
い
。締
ま
り
弱
い
。

10
．黄
褐
色
土
　
　
　
ロ
ー
ム
土
を
主
体
に
含
む
。赤
色
ス
コ
リ
ア
を
少
量
含
む
。粘
性
あ
り
。締
ま
り
あ
り
。版
築
土
。

11
．黒
褐
色
土
　
　
　
ロ
ー
ム
粒
を
少
量
含
む
。粘
性
あ
り
。締
ま
り
あ
り
。

11
’.黒
褐
色
土
　
　
　
ロ
ー
ム
粒
を
微
量
含
む
。粘
性
あ
り
。締
ま
り
あ
り
。

12
．暗
茶
褐
色
土
　
　
ロ
ー
ム
粒
を
多
量
に
含
み
、固
く
締
ま
る
。粘
性
あ
り
。

13
．黒
褐
色
土
　
　
　
粒
径
の
小
さ
な
ロ
ー
ム
粒
を
多
量
に
含
む
。粘
性
あ
り
。固
く
締
ま
る
。

14
．黒
褐
色
土
　
　
　
13
層
に
似
る
が
、ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
の
混
入
量
が
や
や
多
い
。粘
性
あ
り
。締
ま
り
あ
り
。

15
．黒
褐
色
土
　
　
　
大
粒
の
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
く
含
む
。粘
性
あ
り
。締
ま
り
あ
り
。

16
．黒
褐
色
土
　
　
　
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。粘
性
あ
り
。締
ま
り
や
や
あ
り
。

17
．明
褐
色
土
　
　
　
ロ
ー
ム
粒
を
多
く
含
む
。粘
性
あ
り
。締
ま
り
や
や
あ
り
。

18
．黒
褐
色
土
　
　
　
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。粘
性
や
や
あ
り
。締
ま
り
や
や
あ
り
。

19
．明
褐
色
土
　
　
　
ロ
ー
ム
粒
を
多
く
含
む
。粘
性
あ
り
。締
ま
り
や
や
あ
り
。

20
．黒
褐
色
土
　
　
　
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
く
含
む
。粘
性
あ
り
。締
ま
り
あ
り
。

Ａ
．暗
褐
色
土
　
　
　
粘
性
や
や
あ
り
、締
ま
り
あ
り
。ヘ
ヤ
直
下
の
造
成
土
。

　
　
　
　
　
　
　
　
  ロ
ー
ム
粒
・
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
や
や
多
く
含
み
、焼
土
粒
を
少
量
含
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
  西
側
へ
い
く
に
従
い
、ロ
ー
ム
粒
の
含
有
量
は
少
な
く
な
る
。

Ｂ
．暗
褐
色
土
　
　
　
粘
性
あ
り
、締
ま
り
あ
り
。Ａ
よ
り
も
色
調
暗
く
、ロ
ー
ム
の
混
入
量
少
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
  下
部
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
ム
ま
で
切
り
下
げ
た
跡
に
造
成
し
た
土
。※
Ｂ
層
の
下
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
ム
。

①
．暗
褐
色
土
　
　
　
粘
性
あ
り
、締
ま
り
弱
い
。ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
多
量
含
む
。P
-2
覆
土
。

④
．暗
褐
色
土
　
　
　
粘
性
あ
り
、締
ま
り
あ
り
。ロ
ー
ム
粒
少
量
含
む
。色
調
が
や
や
暗
い
。P
-3
覆
土
。

⑤
．暗
褐
色
土
　
　
　
粘
性
あ
り
、締
ま
り
あ
り
。ロ
ー
ム
粒
や
や
多
く
含
む
。P
-5
覆
土
。
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使用時　完掘平面図 構築時　完掘平面図

Ｙ-33012

Ｘ-32959

Ｙ-33012

Ｘ-32959

0 1ｍ〔S=1/40〕

Ｎ
69.500

Ｓ Ｗ
69.500

Ｅ

1 1
4

2 7 8

6
2 3 5

4

6

0 1ｍ〔S=1/40〕

囲炉裏　土層断面図（南北） 囲炉裏　土層断面図（東西）

１．7.5YR4/2　灰褐色土　　　　粘性なくもろい。灰粘土ブロック、灰褐色土多量、焼土粒やや多く含む。
２．10YR7/3　 にぶい黄橙土　　粘性あり。硬く締まる。灰粘土ブロック多量、焼土粒微量含む。
３．2.5YR5/8　明赤褐色土　　　粘性あまりなし。硬くしまる。焼土ブロック、焼土粒多量、灰粘土ブロック含む。
４．2.5YR5/6　明赤褐色土　　　しまりややあり。焼土ブロック、火床。
５．10YR2/3　 黒褐色土　　　　粘性あり、しまりなし。灰粘土ブロック、ロームブロック、焼土粒、炭化物少量含む。
６．7.5YR6/1　明灰褐色土　　　粘性良く硬くしまる。黒色土、炭化物少量、赤スコリア微量含む。
７．10YR7/3　 にぶい黄橙土　　粘性あるが脆い。大粒φ１㎝焼土ブロック含む。
８．10YR3/2　 黒褐色土　　　　粘性あり、しまりあり。明灰褐色土やや多く焼土粒、炭化物少量含む。

第 105 図　囲炉裏　平面・断面図

第 106 図　囲炉裏検出状況（西から） 第 107 図　囲炉裏断面（南から）

　　　第２章第２節　調査の概要
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Ｗ

69.000

Ｅ Ｗ

69.000

ＥＷ
69.000

Ｅ

Ｗ

69.000

Ｅ

Ｎ

69.000

Ｗ

69.000

Ｓ Ｅ

1
2

4
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2

1

1
2

3

11

22

A

B

C C

D
①

②

③

⑤

DE

B

A

C
D

P-7　土層断面図 P-10　土層断面図P-8　土層断面図

P-11　土層断面図

P-1　土層断面図 P-4　土層断面図

試掘東壁
（後に東へ広がる）

１．暗褐色土
　　粘性ややあり、しまり良い。
　　ローム粒少ない。（柱痕）
２．暗褐色土
　　粘性ややあり、しまり良い。
　　ローム粒多い。

１．暗褐色土
　　粘性あり、しまり良し。ローム粒多い。
２．暗褐色土
　　粘性ややあり、しまりややあり。
　　ローム粒多い。
３．暗褐色土
　　粘性あり、しまりあり。ローム粒多い。
４．暗褐色土
　　粘性あり、しまりなし。ローム粒多い。

Ｗ

69.000

Ｅ

4

3

2
1

5

P-13　土層断面図

１．暗褐色土
　　粘性ややあり、しまりあり。ローム粒多い。
２．暗黄褐色土
　　粘性あり、しまり良し。ローム粒、ロームブロック多く含む。
３．暗褐色土
　　粘性少なく、しまり良し。ボソボソしている。
　　ローム粒少ない。（柱痕か？）
４．暗褐色土
　　粘性あり、しまりあり。色調やや暗い。ローム粒少ない。
５．暗褐色土
　　　粘性ややあり、しまりややあり。ロームブロック多く含む。

１．10YR2/1　黒褐色土
　　粘性ややあり、しまり良し。
　　５～７㎜のロームブロック粒入る。
２．10YR2/1　黒褐色土
　　粘性ややあり、しまり部分的に悪い。
　　ボロボロしている。２～５㎝のロームブロック
　　多く入る（５～10％）。

１．10YR2/1　黒褐色土
　　粘性ややあり、しまり良し。
　　２～３㎝のロームブロック20～30％入る。
２．10YR2/1　黒褐色土
　　粘性ややあり、しまり１より悪い。
　　ロームブロック1より少なく５～10％入る。
３．10YR2/1　黒褐色土
　    ロームブロック入らない。
　　ローム粒入る。ボソボソ。しまりナシ。（柱痕）

Ａ．暗褐色土　　　　粘性ややあり、締まりあり。ザシキ直下の造成土。ローム粒ロームブロックをやや多く含み、焼土粒を少量含む。西側へいく
　　　　　　　　　  に従い、ローム粒の含有量は少なくなる（Ａ’）
Ｂ．黒褐色土　　　　粘性ややあり、締まりあり。ロームブロックを多く含む。
Ｃ．暗褐色土　　　　粘性あり、締まりあり。Ａよりも色調暗く、ロームの混入量少ない。下部のハードロームまで 切り下げた跡に造成した土。 
Ｄ．ハードローム　　 Ⅴ層相当か。
Ｅ．明褐色土　　　　粘性あり、しまりやや良い。ローム粒、ロームブロックを多量に含む。P-4～６と同質。
①．暗褐色土　　　　粘性あり、締まり良い。ロームブロック多量含む。
②．暗褐色土　　　　粘性あり、締まり良い。ローム粒多量含む。
③．暗褐色土　　　　粘性あり、締まり良い。ロームブロック蜜に含む。
⑤．明褐色土　　　　粘性少ない、締まり良い。ローム粒多量含む。

0 1ｍ〔S=1/40〕

第 108 図　P1 ～ 13 断面図

（８）恋ヶ窪遺跡第 97 次調査　　　
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第 109 図　Ｋ２－ 97　調査区全景（東から）

第 111 図　囲炉裏使用時全景（南から）

第 113 図　小トレンチ東側全景（東から）

第 115 図　P-1 断面（西から）

第 110 図　土間全景（南から）

第 116 図　P-4 断面（南から）

第 112 図　囲炉裏完掘状況（西から）

第 114 図　小トレンチ西側全景（東から）

　　　第２章第２節　調査の概要



‐74‐ ‐75‐

第 117 図　P-5 断面（北から）

第 119 図　P-8 断面（南から）

第 121 図　P-10 断面（南から）

第 123 図　P-12 断面（北から）

第 118 図　P-7 断面（南から）

第 124 図　P-13 断面（南から）

第 120 図　P-9 断面（北から）

第 122 図　P-11 断面（南から）

（８）恋ヶ窪遺跡第 97 次調査　　　
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0 10㎝〔S=1/3〕

0 5㎝〔S=2/3〕

（MA)

（PT)

１

K2-97-PT01

２

K2-97-PT02

３

K2-97-PT03

４

K2-97-PT04

５

K2-97-MA01

第 125 図　Ｋ２－ 97　出土遺物実測図

第 126 図　調査区近景（北東から） 第 127 図　調査区全景（南から）

　　　第２章第２節　調査の概要
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0 10㎝〔S=1/3〕

0 5㎝〔S=2/3〕

（MA)

（PT 他 )

１

K2-97-PT01

２

K2-97-PT02

４

K2-97-PT04

３

K2-97-PT03

６

K2-97-01

７

K2-97-02

５

K2-97-MA01

８

K2-97-03

９

K2-97-04

10

K2-97-05

11

K2-97-06

12

K2-97-07

13

K2-97-08

14

K2-97-09

第 128 図　Ｋ２－ 97　出土遺物写真１

（８）恋ヶ窪遺跡第 97 次調査　　　
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K2-97 　　　　　　　歴史時代　　土　器

番号 
 

遺物番号

種別 
器種

出土 
位置

口径 
器高 
底径 

（㎝）

器形の特徴 成・整形の特徴 残量 備考

１ 
 

PT01

染付 
皿

撹乱
― 

(2.1) 
((7.8))

型作り。蛇の目高台を有する。
体部～
底部 
1/3

肥前（19 世紀以降）。断面：白色。硬
質緻密。焼成良好。高台高 0.4 ㎝。

２ 
 

PT02

灰釉 
皿

撹乱
― 

(1.6) 
((7.0))

高台は削出しで、口縁から体部に
かけてゆるやかに立ち上がる。

内面に釉の拭取りが無く、重ね積
み焼成したリング状の釉剥げ痕が
残る。高台内に、径１㎝程のトチ
ン痕を留める。

底部 
小片 瀬戸・美濃（17 世紀末～ 18 世紀）。

灰釉皿 (PT02・03 を同一個体とする )
断面：灰白色 5Y7/1。堅い。焼成普通。
高台高 0.25 ㎝。

３ 
 

PT03

灰釉 
皿

撹乱
体部 
小片

４ 
 

PT04

瓦質 
火鉢

撹乱
― 
― 
―

口縁部は直線状に立ち上がり、口
唇部は約５㎜の面取りを施す。

体部内外面回転ヘラケズリ。 小片
19 世紀以降。内外面：黒色 7.5Y2/1。
やや軟らかい。焼成やや不良。

※６～ 15 の遺物は写真のみの掲載

K2-97 　　　　　　　歴史時代　　銭　貨

番号 
 

遺物番号

出土 
位置

銭名
時代 

初鋳年

外径 
(mm)

内径 
(mm)

銭厚 
(mm)

重量 
(g)

残存率 備考

１ 
 

MA01
撹乱

寛永通寶
明和期

（1769 ～）？
28.0 6.0 1.0 4.0 完形 新寛永。背 11 波。四文銭。

0 10㎝〔S=1/3〕

15

K2-97-10

　　　第２章第２節　調査の概要

第 21 表　Ｋ２－ 97　遺物観察表

第 129 図　Ｋ２－ 97　出土遺物写真２
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（９）恋ヶ窪東遺跡第 25 次調査　

第 130 図　Ｋ 57-25　調査地位置図

【調査の目的と経緯】本調査は平成27年 11月 20日付国教教ふ収第778号法第93条第１項届出に基づき、

市教委が調査会に委託して行ったものである。

　調査区は、本町四丁目 24 番 31 に所在し、恋ヶ窪東遺跡（遺跡№ 57）に該当する。対象地の周辺では、

調査では縄文時代の住居跡・土坑跡等が検出しているため、予定されている地盤改良工事等によって遺

構が破壊される可能性があるため、より詳しく埋蔵文化財の内容・性格等を把握するために、部分的な

確認調査を行った。

　調査面積は 27.61 ㎡である。現地での調査は平成 28 年２月 15 日から同年２月 26 日（実働８日）ま

で実施した。

【調査結果】調査区内は、地表より約 30 ㎝の深さまで、基本層序Ⅰ層（表土）に覆われており、その下

でⅢａ層を、地表より約 35 ㎝付近でⅢｂ層を確認した。

　縄文時代の遺構を確認するためにさらに掘下げたところ地表より約 60 ～ 70 ㎝でⅢｃ層が検出された

ため、この面で遺構確認を行った。

　検出された遺構は、縄文時代のピット（小穴）３基のみで、住居や土坑などは検出されなかった。

　遺物は、縄文土器が１点出土しているが、小片のため図化し得なかった。

0 100ｍ〔S=1/3000〕

所 在 地  本町四丁目 24-31

調査原因  分譲住宅建設 調査種別 確認調査

調査費用  国庫補助等 調査体制 委託

調査期間  平成 28 年２月 15 日～２月 25 日

調査面積  27.61 ㎡ 遺物箱数  １箱

検出遺構  PJ-1 ～ 3

主な遺物  縄文土器

（９）恋ヶ窪東遺跡第 25 次調査　　　

第 131 図　調査前スナップ（東から） 第 132 図　調査区全景（東から）
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PJ-1

PJ-2

PJ-3

隣地境界線　

隣
地
境
界
線
　

隣地境界線　

隣地境界線　

市道東 23 号線

隣地

隣地

隣地

調査範囲
（Ｂトレンチ）

調査範囲
（Ａトレンチ）

調査範囲
（Ｃトレンチ）

道
路
境
界
線

隣
地
境
界
線

ＣＯＰ

ＣＯＲ

ＣＯＮ

ＣＯＬ

ＣＯＪ

（-32730）

（-32734）

（-32726）

（-32722）

（-32718）

1106 110411081100
（-32212） （-32208）（-32216）（-32220）

0 5ｍ〔S=1/150〕

Ｓ

75.000

Ｎ

盛土

表土
Ⅲa

Ⅲb

Ⅲc

0 1ｍ〔S=1/40〕

Ｃトレンチ　土層柱状図

第 133 図　Ｋ 57 － 25　調査区全体図

第 134 図　Ｋ 57 － 25　土層柱状図

　　　第２章第２節　調査の概要
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盛土

Ⅲb

Ⅲc

J 確認面

Ⅲc

Ⅳ

1

2

1

2
3 3

12 2

Ｓ

75.500

Ｓ

75.000

Ｗ

75.000

Ｎ

Ｅ

Ｅ

１．10YR3/4    暗褐色土　　　粘性なし、しまりあり。ローム土に褐色土が
　　　　　　　　　　　　　 多く入る。PJ-２の２に似る。
２．10YR5/4　黒黄褐色土　　粘性なし、しまりあり。ロームブロックの層
　　　　　　　　　　　　　 褐色土少量入る。赤色スコリア入る。

１．10YR3/3    暗褐色土　　  　粘性なし、しまりあり。Ⅲb層に似るが、よりしまり
　　　　　　　                               隙間がない。炭化物（３～４㎜）赤色スコリア
                                                             入る。PJ-2の１に似る。
２．10YR3/4　暗褐色土　　  　粘性なし、しまりあり。PJ-2の２に似る。
３．10YR5/4　暗黄褐色土　　  粘性なし、しまりあり。ロームブロックの層
                                                             褐色土少量入る。赤色スコリア入る。

１．10YR3/3    暗褐色土　　　粘性なし、しまりあり。Ⅲb層に似るが、よりしまり
　　　　　　　　　　　　　 隙間がない。炭化物（３～４㎜）赤色スコリア入る。
２．10YR3/4　暗褐色土　　　粘性なし、しまりあり。ロームを主体とする。
　　　　　　　　　　　　　 褐色土斑状に混入する（30～40％）
　　　　　　　　　　　　　 炭化物（３～４㎜）少量入る。赤色スコリア入る。

0 50㎝〔S=1/20〕

Ｂトレンチ　PJ-1　土層断面図

Ｃトレンチ　PJ-3 土層断面図

Ｂトレンチ西壁　PJ-2　土層断面図
第 136 図　P-1 断面（東から）

第 137 図　P-2 断面（東から）

第 138 図　P-3 断面（南から）

第 135 図　P-1 ～ 3 断面図

（９）恋ヶ窪東遺跡第 25 次調査　　　
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第 139 図　Ａトレンチ全景（南から）

第 141 図　Ｃトレンチ全景（南から）

第 143 図　Ｂトレンチ西壁土層断面（東から）

第 140 図　Ｂトレンチ全景（南から）

第 142 図　Ａトレンチ西壁土層断面（東から）

第 144 図　Ｃトレンチ南壁土層断面（北から）

　　　第２章第２節　調査の概要
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第３章　小　結

　平成 27 年度に国庫補助事業及び市教委が直接実施した確認調査・発掘調査は、武蔵国分寺跡（№

10・19 遺跡）５地区、恋ヶ窪遺跡（№２遺跡）３地区、恋ヶ窪東遺跡（№ 57）1 地区の計９カ所である。

これらの総調査面積は、約 241 ㎡であるが、第１章第３表（P18）で示した通り、発掘調査面積の推移

事業者負担による調査と、保存目的の調査を加えた面積は 15,931 ㎡となり、市域全体の調査面積とし

ては、ここ 15 年間で最も多い数値となった。個人住宅や小規模開発に伴う調査は、ここ数年で減少傾

向にあったが、一方で大規模な集合住宅や分譲住宅の建設に伴う調査が毎年数件発生している。本書に

掲載した以外の、これら大規模開発に伴う調査区の成果については、個別に報告する予定である。

　本報告書に掲載した遺跡は、３遺跡、９地点であるが、縄文時代から近世にいたるまで貴重な情報が

得られた。以下、時代ごとに主な調査成果と課題についてまとめる。

【旧石器時代】

　武蔵国分寺跡第 710 次調査、恋ヶ窪遺跡第 96 次調査では、トレンチ内の一部を掘り下げて旧石器時

代の遺物を確認したが、石器などは出土していない。いずれも縄文時代の遺構が認められている場所で

はあるが、旧石器時代の散布地として認識されたのは比較的新しく調査例は少ない遺跡である。今後も

必要に応じた調査が実施されることで、遺跡の全体像が明らかになることが期待される。

【縄文時代】

　武蔵国分寺跡第 708 次調査では、水路状遺構の覆土より打製石斧の破片が出土している。また、第

710次調査では、形態や規模から落とし穴と考えられる土坑SK3455Jが検出された。これらの調査地区は、

いずれも国分寺崖線下の低地である立川段丘面で検出されており、縄文時代の人々の活動範囲を示すも

のとして注目される。これまで武蔵国分寺跡の遺跡の東側区域については、縄文時代面の調査が比較的

少なかったため貴重な資料となった。

　恋ヶ窪遺跡第 95 次調査では、掘削深度が遺構確認面まで及ばす遺構は検出されなかったが、小規模

トレンチ内の遺物包含層から 60 点余りの縄文時代中期の土器片や石器が出土している。第 96 次調査区

は、既往の調査により大部分が調査されていたが、包含層などから 100 点ほどの縄文土器の破片が出土

している。第 95・96 次調査区は、ともに恋ヶ窪遺跡の集落の中心地付近であり、改めて遺構の密集し

た地域であることが窺えた。

　恋ヶ窪東遺跡第 25 次調査では、ピット３基と縄文土器が１点出土した。同遺跡内の南側、本町四丁

目の南西区域では第９・11 次調査で 200 軒を超える竪穴住居が検出されるなど、縄文時代の大規模集

落が確認されている。また、第 22 次調査では旧石器時代の石器約 7,000 点と礫約 3,800 点が出土して

いる。一方で、北側区域は、遺構が集中して検出されることはほとんどなく、今回の第 25 次調査区の

調査結果はこれを補完するものとなった。

　同遺跡の西側に隣接する羽根沢遺跡、南側に接する花沢西遺跡の集落形成のあり方とともに今後検討

を重ねていく必要がある。

第３章　小　結　　　
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【古　代】

　武蔵国分寺跡の調査では、いくつかの貴重な情報が得られた。第 710 次調査では、奈良・平安時代の

遺構は未検出であったが、畑の耕作によって古代の確認面まで削平されていることが判明した。第 711

次調査でも同様に耕作等による上部削平が確認されている。現在畑地となっている場所については、一

般に耕作土などにより表土が厚く堆積しているように捉えがちだが、地域によっては客土等により上層

が削平されていることを考慮し、比較的浅く遺構が検出される可能性に留意する必要がある。

　さて、第 710 次調査では、このようなことから古代の遺構は検出されなかったが、同調査区内で検出

された中世の所産と考えられるSD435大溝の覆土からは古代の遺物が多量に出土している。おそらくは、

溝の掘削の際に古代の遺構を壊したものと想定され、周辺に住居等の古代の遺構が存在していた可能性

がある。これまで遺跡の東地域の調査事例が少なかったため、本調査結果は古代の集落の広がりを知る

新たな材料となった。

　第 711 次調査では、東山道武蔵路の SD432 西側側溝を検出した。いわゆる土坑連結式と呼ばれる側溝

内の覆土を長軸方向に断割って観察したところ、　最低部にロームブロックを主体とした整地層があり、

その上層は２～３層の黒褐色土を主体とした層を確認した。側溝の上方情は削平されているため、一概

には言えないが、縦方向の断面観察からは、遺構遺存面以下の黒褐色土は自然堆積土と想定された。今

後も横断面のみならず、縦方向の土層観察等により情報を蓄積し、古代道路の側溝の埋没過程を明らか

にすることが肝要である。

　第 712 次調査では、第 706 次調査で検出された SI823 住居の延長部分の一部を確認した。注目される

のは、住居の覆土から出土した須恵器坏と蓋で、それぞれの特徴は８世紀中葉の所産であることを示し

ている。また、住居は東山道武蔵路の SD431 東側側溝から東へ約７ｍの位置で検出され、周辺の東山道

武蔵路と同じく武蔵国分僧寺中軸線北に対して 9° 04′ 35″東偏しており、道路と平行して建てられ

ている。８世紀中葉は、天平 13 年（741）の国分寺建立の詔を受け、寺院の造立が開始される創建期に

あたり、道路沿いの計画的利用と寺院の造営を考える上でも貴重な情報を得た。今後は、道路沿いの建

物群の展開と配置の規格性について検証していくことが課題である。

【中　世】

　中世に関わる遺構や遺物は、２カ所の調査区で確認された。１カ所は恋ヶ窪遺跡第 97 次調査区で、

表土より常滑の甕の胴部破片が出土している。恋ヶ窪遺跡は、縄文時代中期の集落を中心とする遺跡で

あり、位置的には推定鎌倉街道の東側に展開する遺跡である。また遺跡の南西に位置する姿見の池周辺

には鎌倉時代に宿場町があったと伝えられている。このためか恋ヶ窪遺跡の調査では中世所産の遺物が

出土することが稀にあったが、鎌倉街道とその周辺は埋蔵文化財の包蔵地外であるため、実態は不明な

点が多かった。第 97 次調査で出土した常滑産の甕片は、近隣に遺構・遺物が存在する可能性を窺わせ

るもので、今後は周辺での試掘調査などを進め、遺跡の性格や埋蔵文化財包蔵地の範囲を検討する必要

があろう。

　もう一つは、武蔵国分寺跡第 710 次調査で検出された SD435 溝である。調査区内を南北方向に走る大

　　　第３章　小　結
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きな溝は、確認範囲で上端約 4.5 ｍ以上、深さは地表面より約 2.3 ｍある。遺構が調査区外へと続いて

いること、上部削平によって遺構が削られていることから実際には幅 6ｍ程と想定される。先述したと

おり、溝の覆土からは、奈良・平安時代の土器や瓦が多く出土し、このほか表土付近から近世以降の陶

磁器が出土している。溝の年代については、概要で述べたとおり、調査区の南側延長上の府中市栄町二

丁目で実施された調査（府中市教育委員会 1999）の成果を踏まえれば、形状の類似や出土遺物の傾向

から同じ中世と想定される。市域でこれほど大規模な溝が検出されるのは稀で、武蔵国分寺の区画溝以

外では他に例がなく、国分寺市域の中世の様相を明らかにするうえで大変貴重な成果となった。なお、

当該調査後に SD435 部分の追加地盤改良工事等の届出があったため、武蔵国分寺跡第 714 次調査として

平成 28 年１月から本発掘調査を実施しており、その成果と検討は別の報告書（『平成 27 年度国分寺市

埋蔵文化財調査概報』（仮称））に掲載する予定である。

【近世以降】

　近世以降では、武蔵国分寺跡第 708 次調査で水路状遺構が検出された。国分寺崖線の麓から湧き出る

湧水を源流とする元町用水から水を引き込むために掘削されたと考えられる遺構で、底部には水漬きの

痕跡が見られ、覆土も全体的に水分を多く含んでいた。遺構は調査区外へと続いていたため、全体の規

模は不明であったが、江戸時代以降の土地利用を復原するための新たな資料となった。

　また、恋ヶ窪遺跡第 97 次調査では、江戸時代以降に建てられたと考えられる掘立柱建物の柱穴が確

認された。12基の柱穴の配置などから少なくとも３回以上の建替えがあった可能性が考えられた。恋ヶ

窪遺跡は主として縄文時代集落の遺跡包蔵地であるが、推定鎌倉街道や江戸時代の恋ヶ窪用水に隣接す

る地域でもある。今後は、中近世の国分寺市域の様子を今に伝える貴重な遺跡であることも考慮した埋

蔵文化財の保護を図っていくことが肝要がある。

　

　最後になりましたが、本書をまとめるにあたって、発掘調査の際に多大な御理解・御協力をいただき

ました工事主体者や施工業者をはじめとする関係者の皆様には、改めて深く感謝を申し上げます。
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　　　付　編

（１）恋ヶ窪東遺跡第 24 次調査

【調査の概要】本確認調査は平成 27 年３月４日付国教教ふ収第 868 号文化財保護法第 93 条第１項届出

に基づき、大和ハウス工業株式会社（以下、大和ハウスと称す）、国分寺市教育委員会（以下、市教委

と称す）、共和開発株式会社（以下、共和開発と称す）が３者協定を締結して実施した。

　現地調査および基礎整理作業及び概要報告作成にかかる費用は、大和ハウスが負担した。現地調査は

共和開発の支援業務を得て市教委が主体となって実施した。

　（１）調 査 名　　恋ヶ窪東遺跡第 24 次調査

　（２）調査場所　　東京都国分寺市本町４丁目 2875-1、2864-1

　（３）調査期間　　平成 27 年３月 23 日～平成 27 年３月 27 日

（４）調査種別　　確認調査

（５）事 業 者　　大和ハウス工業株式会社　　　　　  

（６）請 負 者　　共和開発株式会社   

（７）調査担当　　国分寺市教育委員会教育部ふるさと文化財課史跡係　上敷領　久・中元幸二

（８）調査規模　

合計：160 ㎡

【調査経過】調査は宅地造成によって遺構が破壊される可能性がある範囲について遺構の有無や詳

しい埋蔵文化財の性格を確認するため、幅約１ｍのトレンチを７カ所設定して実施した。調査面

積は合計 160 ㎡である。

調査方法は表土を重機により除去し、遺構確認面の精査は人力で行なった。掘削・遺構確認完

了後は図面・写真で記録保存し、トレンチ脇に仮置きした発生土で埋め戻しを行なった。

現地作業は平成27年３月 23日から開始し、３月27日に終了した。調査の経過は次の通りである。

３月 23 ～ 24 日  調査着手。重機・発掘機材等搬入。

    １～３号トレンチ完掘・埋め戻し。

３月 25 ～ 26 日　 ４～７号トレンチ掘削・完掘。

３月 27 日　   ４～７号トレンチ埋め戻し。

    現地全工程完了。

形状 
（ｍ）

面積 
（㎡）

深さ 
（ｍ）

１号トレンチ 1× 30 30 0.4

２号トレンチ 1× 30 30 0.4

３号トレンチ 1× 19 19 0.6

４号トレンチ 1× 20 20 0.5

５号トレンチ 1× 18 18 1.3

６号トレンチ 1× 13 13 1.2

７号トレンチ 1× 30 30 1.2

第１表　Ｋ 57 － 24　調査面積一覧

付　編
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第１図　調査地位置図

第２表　各トレンチの遺物出土点数

調査地

【調査結果】本調査地は、周知の埋蔵文化財包蔵地である恋ヶ窪東遺跡（遺跡№ 57）範囲のほぼ中

央部に位置する。調査地の北側に隣接する地点では 1989 年に行なわれた第５次調査で縄文時代中

期勝坂式期の竪穴住居１軒・加曽利Ｅ式期柄鏡型敷石住居１軒、集石土坑が検出され、1999 年に

行なわれた第 13 次調査では、縄文時代の土坑が検出されている。

今回の調査では、盛土層（１層）は１～ 4 号トレンチでは約 40 ～ 60 ㎝の厚さで堆積しており、

盛土層の下は耕作土（２層）または縄文時代の包含層が検出された。５～７号トレンチが設定さ

れた調査地西側は盛土が行なわれており、東側より約60㎝地表面が高くなっているため、盛土層（１

層）は約 60 ～ 100cm の厚さで堆積しており、その下には耕作土（２層）が堆積していた。

遺構確認面で精査したが、遺構は検出されなかった。出土した遺物は縄文時代中期の土器片が

19 点、礫３点の総計 22 点である。

■土層注記■

１層　　　　　　　近現代の盛土層。

２層　褐灰色土　　耕作土。

３層　黒褐色土　　歴史時代遺構内の覆土に酷似する。

４層　黒褐色土　　３層と５層の中間的な特徴。

５層  暗茶褐色土　層縄文時代の遺物包含層（Ⅲｂ層）。

６層  茶褐色土　　ローム層への漸移層（Ⅲｃ層）。

縄文土器 礫

１号トレンチ 1 0

２号トレンチ 3 0

３号トレンチ 0 1

４号トレンチ 1 1

５号トレンチ 3 1

６号トレンチ 1 0

７号トレンチ 10 0

合計 19 3

（１）恋ヶ窪東遺跡第 24 次調査　　　
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第 10 図　調査地西側　調査前（東から） 第 11 図　調査地西側　調査前（西から）

第 16 図　２号トレンチ全景（東から） 第 17 図　２号トレンチＡ -Ａ’セクション（北から）
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第 15 図　１号トレンチＢ -Ｂ’セクション（北から）
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第 18 図　３号トレンチ全景（南から）
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第 25 図　４号トレンチＢ -Ｂ’セクション（東から）

（１）恋ヶ窪東遺跡第 24 次調査　　　
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第 36 図　１号トレンチ出土遺物

第 38 図　４号トレンチ出土遺物
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第 41 図　７号トレンチ出土遺物

（１）恋ヶ窪東遺跡第 24 次調査　　　
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【調査経緯】現在、国分寺市では人口や駅利用者の増加に対応した道路や駅前広場を整備するために、

国分寺駅北口地区第一種市街地再開発事業を推進中である。こうしたなか、平成 27 年７月３日に、事

業を所管する都市開発部国分寺駅周辺整備課から教育部ふるさと文化財課へ、地山掘削中に西街区事業

用地の一角で突如径１ｍ程の円形の陥没箇所が出現し、地下埋蔵物の所在確認にかかる照会依頼があっ

た。その所在地は本町三丁目１－１番地先で、周知の埋蔵文化財包蔵地からは外れる位置であったが、

文化財課では未発見の遺跡が存在する可能性を鑑みて直ちに現地を視察した。その結果、現況地盤から

約 1.4 ｍの深さまで垂直に陥没し、さらにその北側には空隙から横室が広がりそうな状況が視認された

ため（第５図・写真２）、何らかの地下室状遺構が存在することを予測するに至った。駅北口の再開発

事業地内では、前年 11 月７日にも同様の照会を受けて多根果実店旧店舗跡地で戦時中の地下防空壕を

１基調査しており（依田 2014）、市域に残る戦争関連遺構を記録保存する貴重な機会であることから、

工事と並行しながら地下室状遺構の調査実施を所管課および施工業者に理解と協力を求めたところ、快

諾を得ることが出来た。

　現地での調査は、工期の関係から翌週７～９日の３日間を充て、埋没土の掘削は施工業者からバック

ホー等の提供を受けた。まず７・８の両日は、空隙の存在から横室の広がりを予測しつつ地山が落盤す

る危険性を考慮して、あらかじめ横室の天井とともに内部に流入した土砂を重機を用いて除去し、遺構

の底面・壁面付近は文化財課の職員数名がスコップ等で人力により掘り下げて全体形状の検出作業を進

めた。その後、最終日に写真撮影、平面・断面図等の測量を行って現地での調査をひとまず終了した。

なお、本調査は埋蔵文化財包蔵地外における工事立会の記録で、市教委で包蔵地単位に管理している発

掘調査次数には登録していない。

【発見された遺構と遺物】（第４・20 図）　地下室状遺構は主室と副室に分かれた構造で、主室は東西 1.1

ｍ、南北 5.2 ｍを測り、南北に長軸を持つ長方形状の平面プランを呈する。現況地盤から底面までの深

さは 2.9 ｍを有し、表土直下で立川ローム層Ⅲ層（ソフトローム）が現れ、坑底付近は同ロームⅨ層～

Ⅹ層にまで達している。主室の南北両端には縦坑開口部があり、３日に発見された円形陥没は南側の開

口部にあたる。主室の底面はほぼ平坦状を呈するがやや南に低く傾斜し、東西両壁面の痕跡を手掛かり

に天井高を想定すると、約 1.7 ～ 2.0 ｍほどの高さを有していたようである。四周を巡る壁面は、いず

れも垂直に立ち上がる。北壁面は壁底に幅 40cm、奥行 50cm ほどの小穴があり、小穴の直上には約 1.2

ｍの壁が切り立ち、そこから開口部にかけてロームを削って緩やかな階段が４段敷設されている。一方

の南壁面は、底面から約 1.1 ｍ程の中腹に、壁面に対して横方向へ３段の階段が削り出され、開口部に

向けて約 1.3 ｍの壁面がやや緩やかな角度で立ち上がる。切り立った壁面には、梯子を据えて昇降して

いたのであろう。また、主室東面の北寄りには奥行約 2.0 ｍ、幅 1.6 ｍ、高さ 1.6 ｍの不整円形状の副

室を伴う。主室から副室へは幅 70cm、長さ 40cm、高さ約 2.0 ｍの通路があり、通路部には主室と副室

を遮蔽する木製の扉の痕跡が認められた（第 17 図）。さらに、主室西壁には、いたる所に鉄釘を打ちつ

　　　付　編

（２）国分寺駅北口再開発事業地（西街区）内発見の地下防空壕調査
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けた痕とみられる円形の鉄錆があり、部材は遺存していなかったが壁面に何らかの板材が貼ってあった

ものと思われる（第 22 図）。

　地下室内の堆積土は基本的に重機で掘り上げ、さらに悪荒天の影響もあって、必ずしも遺物の取り上

げは万全な環境ではなかったが、回収した主なものを第 20・24 図に掲げた。１～７は陶磁器で、１・

６は明治 10 年代後半から 30 年頃までに盛行した型紙摺絵製品で蕎麦猪口と丸碗、３・６は明治 20 年

代後半以降の銅版転写製品で湯呑と皿である。２は染付端反型の坏で、幕末から明治前期までの製品。

４は手描染付湯呑、７は灰釉を施す京都・信楽系の灯明脚付油受皿で、いずれの製品も 19 世紀代の所

産である。８は無色透明の回転キャップ型のガラス瓶で、底裏には「KENSI」の陽刻を有する。瓶の類

例が見当たらないが、化粧瓶の類であろうか。９～ 10 は磁器製の器具で、９は送電線用と思われる大

型の碍子、10 は建物天井に取り付けるシーリングローゼットで、ネジ式の絶縁配線器具である。11 は

戦時中の代用品として生産された製品で、1942 年１月の商工省通牒『陶磁器製品の計画生産補正に関

する件』における指定代用品のうち、「其の他の製品」甲品種にある帽子掛であろう（山下 2001）。12

は粘板岩製の硯で、墨堂部の磨り減りが顕著で墨池との境がやや窪んでいる。13 は鼈甲を模したプラ

スチック製の梳き櫛である。

（２）地下防空壕調査　　　

第１図　国分寺駅北口付近における街並みの変遷－左から、明治 15 年・明治 29 年・大正 10 年・昭和 10 年－

　　　　（大嶋他 1994 の図４～７を一部改変・作図、矢印部分が調査地点）　　

【小　結】３日間という限られた条件下ではあったが、ひとまず地下室状の遺構を記録することが出来た。

現在の国分寺駅北口にあたる本町地区は、明治 22 年に甲武鉄道が開通して以降、停車場として発展を

遂げてきた地域である。調査地点は旧旅館跡地の直下で、この付近は既に明治 29(1896) 年には市街化

が進んでいた様子が判る（第１図）。また、大正 11(1922) 年 11 月には中央線が新宿から国分寺まで電

化したことも知られ（大島 1994）、絶縁磁器等の出土はそれを裏付ける遺物といえるだろう。さらに陶

磁器類は 19 世紀第４四半期以降の製品が主体的に見られるが、なかでも洋服掛は戦時中の代用品とし

て生産された製品で（山下 2001）あることから、本地下室状の遺構は大戦前に掘られ、戦時中の遺物

を含む 19 世紀末頃の生活用具が室内部に廃棄されたことが窺える。用途については、今後聞き取り等

の調査を行う必要があるが、付近の同様な遺構が店舗の内部に作られた退避用の防空壕であったことか

ら、本遺構も防空壕である可能性は高いと思われる。
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第２図　国分寺駅北口再開発事業用地と防空壕発見地点（1/1500）

　　　付　編
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第４図　防空壕測量図
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第５図　防空壕模式図
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第８図　全景（南東から） 第９図　副室部検出状況（南東から）

第６図　発見状況（南から） 第７図　南壁坑部南口状況（南から）

第 10 図　全景（南から） 第 11 図　全景（北から）

　　　付　編
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第 14 図　北側竪坑部階段（西から） 第 15 図　南側竪坑部階段（北から）

第 12 図　全景（東から） 第 13 図　副室部開口状況

第 16 図　北側竪坑下部の小室（南から） 第 17 図　副室部入口の木製扉（西から）

第 18 図　地山（関東ローム層）堆積状況（東から） 第 19 図　工事立会風景（北西から）

（２）地下防空壕調査　　　
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第 20 図　防空壕　出土遺物実測図
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第 24 図　防空壕　出土遺物写真

（２）地下防空壕調査　　　

第 23 図　主室西壁鉄釘検出位置

第 21 図　副室全景

第 22 図　主室西壁釘検出状況（東から）
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所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

武蔵国分寺跡
集落跡
寺院跡
道路跡

奈良・平安
時代
中世
近世

道路跡１条
溝２条
竪穴住居２軒

土師器、須恵器、
灰釉陶器、緑釉陶
器、中近世陶磁器、
瓦、鉄滓

東山道武蔵路の西側側溝
と道路沿いに構築された
住居を検出。南北方向に
縦走する中世の大溝を確
認。

縄文時代 土坑１基 縄文土器、石器

恋ヶ窪遺跡 集落跡
旧石器時代
縄文時代

小穴２基
近世以降の小穴 13 基

縄文土器
中近世陶磁器

中近世の遺物が出土。

恋ヶ窪東遺跡 集落跡
旧石器時代
縄文時代

小穴３基 縄文土器

要　　約

平成 27 年度に国分寺市内で行われた個人住宅、集合住宅、土地造成、分譲住宅建設などに

伴う確認調査・発掘調査のうち、国庫補助事業および国分寺市教育委員会が直接調査を行っ

た計３遺跡、９地点についてまとめた報告書。そのほか付編として２件の調査概要を掲載。

報告書抄録
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